
資
料
紹
介

東
流
二
絃
琴
に
関
す
る
資
料
目
録
(大
正
篇
)

重

松

恵

美

一

は
じ
め
に

前
稿(1)で
はあ

東ず
ま

流り
ゆ

二う
に

絃げ
ん

琴き
ん

に
関
す
る
明
治
期
の
文
献
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
本
稿

は
そ
の
続
編
と
な
る
。
明
治
半
ば
以
降
、
家
元
不
在
と
な
っ
た
東
流
は
、
し
ば
ら

く
世
間
の
話
題
か
ら
遠
ざ
か
る
。
こ
の
状
況
を
大
き
く
変
え
る
の
は
、
関
東
大
震

災
と
ラ
ジ
オ
放
送
の
開
始
で
あ
る
。

東
京
下
町
に
広
ま
っ
た
東
流
は
、
震
災
と
戦
災
に
よ
っ
て
大
き
な
痛
手
を
受
け

た
と
、
よ
く
言
わ
れ
る
。
し
か
し
、
関
東
大
震
災
は
、
東
流
に
と
っ
て
損
失
で
あ

る
と
同
時
に
、
復
活
へ
の
転
機
で
も
あ
っ
た
。
生
活
の
再
建
の
た
め
に
師
匠
業
へ

邁
進
す
る
者
も
あ
り
、
ま
た
、
震
災
復
興
の
世
情
が
東
流
復
興
の
契
機
に
な
り
得

た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
へ
、
ラ
ジ
オ
局
の
開
設
、
二
絃
琴
の
ラ
ジ
オ
出
演
と
い

う
追
い
風
を
得
て
、
昭
和
初
期
の
東
流
は
一
定
の
隆
盛
を
見
る
こ
と
と
な
る
。
そ

し
て
そ
こ
に
は
、
町
田
佳
聲
(嘉
章
)と
い
う
人
物
が
大
き
く
介
在
す
る
。

町
田
は
、
東
流
の
ラ
ジ
オ
出
演
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し(2)、
笛
・
鼓
・
三
味
線
な
ど

と
の
合
奏
を
企
て
、
自
ら
も
笛
や
三
味
線
を
も
っ
て
演
奏
に
加
わ
り
、
そ
の
過
程

で
譜
の
近
代
化
や
古
曲
の
復
元
、
編
曲
、
作
曲
な
ど
を
手
が
け
る
こ
と
に
な
る
。

現
在
、
東
流
の
譜
は
⽛
ヒ
ト
フ
タ
ミ
ヨ
ヤ
イ
ツ
ム
ネ
ナ
⽜
で
音
階
を
示
し
、
縦
書

き
の
階
名
に
横
棒
と
傍
線
を
付
す
こ
と
で
拍
子
の
長
短
を
表
し
て
い
る
が
、
こ
れ

は
町
田
式
の
記
譜
で
あ
る
。
こ
の
町
田
式
に
よ
っ
て
、
東
流
二
絃
琴
は
そ
れ
ま
で

以
上
に
弾
き
や
す
い
楽
器
へ
と
変
貌
し
た
が
、
実
際
に
は
口
伝
え
で
の
教
授
も
戦

後
長
ら
く
続
け
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

そ
し
て
、
前
稿
で
も
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
流
派
と
し
て
の
東
流
二
絃
琴

に
お
い
て
男
性
の
活
躍
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
東
流
二
絃
琴
は
長
年
に
渡
っ

て
素
人
の
女
性
芸
能
で
あ
っ
た
た
め
、
社
会
的
経
済
的
基
盤
に
乏
し
く
、
組
織
を

持
続
的
に
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
難
し
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
大
正
末
期
か
ら
昭

和
初
期
の
東
流
は
、
町
田
佳
聲
と
三
世
望
月
扑
清
(歌
舞
伎
囃
子
方
)と
い
う
男
性

二
人
の
支
援
を
得
て
大
き
く
発
展
し
た
と
い
う
見
方
も
で
き
る
だ
ろ
う
。

一
方
、
ラ
ジ
オ
放
送
開
始
に
伴
う
数
々
の
報
道
は
、
二
絃
琴
復
活
に
挑
む
⽛
奥

さ
ん
方
⽜⽛
婦
人
達
⽜
に
対
す
る
メ
デ
ィ
ア
側
の
関
心
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
素
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人
の
女
性
芸
能
で
あ
る
か
ら
こ
そ
注
目
さ
れ
た
の
も
、
ま
た
事
実
な
の
で
あ
る
。

な
お
、
今
回
の
目
録
は
大
正
篇
で
あ
る
が
、
ラ
ジ
オ
放
送
の
初
期
の
状
況
を
把

握
す
る
た
め
、
昭
和
三
年
(一
九
二
八
年
)ま
で
の
資
料
を
対
象
と
し
た
。
ま
た
、

明
治
期
の
文
献
に
つ
い
て
も
追
加
判
明
分
を
記
載
し
た
。
前
稿
で
は
初
代
家
元
・

藤
舎
蘆
船
の
囃
子
方
と
し
て
の
事
績
に
は
あ
ま
り
言
及
し
な
か
っ
た
が
、
今
回
そ

れ
も
追
加
し
た
。
蘆
船
は
、
能
楽
囃
子
方
か
ら
歌
舞
伎
囃
子
方
へ
移
行
す
る
過
程

で
吾あ

妻
ず
ま

能
の
う

狂
き
よ
う

言げ
ん

の
囃
子
方
も
勤
め
て
い
る(3)。
彼
が
歌
舞
伎
界
、
長
唄
界
で
一
目
置

か
れ
た
の
は
、
そ
の
経
歴
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
東
流
二
絃
琴
が
一
部
の
人
び
と

に
高
く
評
価
さ
れ
た
の
も
彼
の
音
楽
遍
歴
が
二
絃
琴
曲
の
歌
詞
や
曲
調
に
独
自
の

趣
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
囃
子
方
と
し
て
の
蘆
船
に

つ
い
て
も
、
漸
次
、
考
察
の
対
象
と
す
る
。

二

資
料
目
録

資
料
紹
介
の
順
序
は
、
掲
載
誌
紙
の
発
行
年
月
日
に
よ
る
。
た
だ
し
、
推
定
さ

れ
る
執
筆
年
月
に
基
づ
き
記
載
し
た
も
の
が
あ
る
。

各
資
料
に
つ
い
て
、
掲
載
誌
紙
発
行
年
月
、
著
者
名
、
資
料
題
名
、
掲
載
誌
紙

名
(お
よ
び
巻
号
)、
掲
載
ペ
ー
ジ
、
概
要
の
七
項
目
を
記
す
。
新
聞
記
事
な
ど
執

筆
者
不
明
の
場
合
は
著
者
名
を
記
載
し
な
い
。
概
要
は
省
略
す
る
こ
と
が
あ
る
。

ま
た
、
注
を
付
す
場
合
が
あ
る
。

概
要
の
項
目
で
は
、
人
名
、
曲
名
に
関
す
る
情
報
を
出
来
る
限
り
遺
漏
の
な
い

よ
う
に
取
り
上
げ
る
。

旧
字
旧
か
な
は
適
宜
新
字
新
か
な
に
代
え
た
が
、
人
名
地
名
の
字
体
は
な
る
べ

く
原
型
を
留
め
た
(本
稿
に
は
、
蘆
と
芦
、
絃
と
弦
な
ど
の
表
記
が
混
在
し
て
い
る
が
、

原
資
料
の
表
記
を
重
ん
じ
た
も
の
で
あ
る
)。
誤
字
脱
字
や
人
名
注
な
ど
は
［

］
で

注
記
し
、
ル
ビ
は
省
略
も
し
く
は
(
)で
示
す
。
判
読
不
明
の
文
字
は
□
で
示
す
。

な
お
、
今
回
、
ラ
ジ
オ
放
送
に
関
す
る
新
聞
記
事
を
別
立
て
(本
稿
第
三
章
)と

し
た
。
ラ
ジ
オ
放
送
に
関
し
て
は
、
町
田
佳
聲
⽛
遊
び
の
上
に
成
立
し
た
東
流
二

弦
琴
百
年
の
浮
沈
⽜
(一
九
七
五
年
)
(4
)お
よ
び
⽝
台
東
区
の
文
化
財
保
護

第
四
集
⽞

(二
〇
〇
四
年
)
(5
)な
ど
の
先
行
研
究
に
記
載
の
な
い
情
報
も
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
当
時
の
東
流
の
状
況
を
解
明
す
る
重
要
な
手
が
か
り
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

＊

一
八
七
五
年
(明
治
八
)十
月

西
村
隼
太
郎
編
⽝
諸
芸
人
名
録
⽞

《
概
要
》⽛
長
唄
之
部
⽜
の
⽛
上
等
之
部
⽜
に
⽛
浅
草
新
ス
カ
丁


藤
舎
芦
船
⽜

と
あ
る
(
は
鳴
物
の
印
)。
同
じ
長
唄
の
⽛
下
等
之
部
⽜
に
は
⽛
湯
島
天
神



藤
舎
芦
靏
⽜⽛
塩
町
一
丁
目


藤
舎
芦
響
⽜
の
名
が
あ
り
、
歌
舞
伎
囃
子
方
と

し
て
の
蘆
船
の
門
弟
と
思
わ
れ
る
。
上
等
・
下
等
の
別
は
、
納
税
額
の
違
い
で
あ

る
(上
等
は
月
額
五
拾
銭
、
下
等
は
二
拾
五
銭
)。

《
注
》
同
書
の
⽛
二
弦
琴
之
部
⽜
に
⽛
浅
草
須
賀
丁

東
流
家
元

藤
舎
芦

舩
⽜
と
門
弟
十
名
の
名
が
あ
る
こ
と
は
、
前
稿
で
紹
介
し
た
通
り
。
同
書
に

は
⽛
吾
妻
能
狂
言
之
部
⽜
も
あ
る
が
、
蘆
船
(芦
船
、
芦
舩
)の
名
は
そ
こ
に

は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
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一
八
八
〇
年
(明
治
十
三
)七
月

横
山
錦
柵
⽝
東
京
商
人
録
⽞
大
日
本
商
人
録
社
、
二
九
五
頁

《
概
要
》⽛
新
富
座
之
部
⽜
に
⽛
浅
草
区
新
須
賀
町
三
番
地
／
太
皷

藤
舎
芦
船
⽜

と
あ
る
。

《
注
》
本
書
に
は
二
絃
琴
の
項
目
が
な
く
、
蘆
船
は
歌
舞
伎
囃
子
方
と
し
て

の
み
の
掲
載
で
あ
る
。

一
八
九
六
年
(明
治
二
十
九
)十
月

正
岡
子
規
⽛
木
犀
や
母
か
教
ふ
る
二
絃
琴
⽜⽝
太
陽
⽞
二
巻
二
〇
号
、
二
四
六
頁

《
概
要
》
鳴
雪
選
⽛
発
句
⽜
の
冒
頭
に
子
規
の
句
が
三
句
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
う
ち
の
一
句
が
二
絃
琴
を
詠
ん
だ
も
の
。

《
注
》
の
ち
、⽝
新
俳
句
⽞
(民
友
社
、
一
八
九
八
年
)お
よ
び
⽝
獺
祭
書
屋
俳

句
帖
抄
⽞
上
巻
(俳
書
堂
、
一
九
〇
二
年
)に
掲
載
。⽝
子
規
全
集
⽞
第
二
巻
(講

談
社
、
一
九
七
五
年
六
月
)五
六
五
頁
に
は
⽛
木
犀
や
母
が
教
ふ
る
二
絃
琴
⽜

と
し
て
収
録
。

一
九
〇
九
年
(明
治
四
十
二
)二
月

徳
富
蘆
花
原
著
、
柳
川
春
葉
脚
色
⽝
脚
本

不
如
帰
⽞
今
古
堂
書
店
、
八
六
頁
、

九
八
頁

《
概
要
》
構
成
は
、
序
幕
・
伊
香
保
郊
外
の
採
蕨
、
二
幕
目
・
川
島
邸
座
敷
、
三

幕
目
・
逗
子
海
岸
、
四
幕
・
片
岡
邸
後
園
、
五
幕
目
其
一
・
逗
子
別
荘
、
其
二
・

片
岡
家
玄
関
、
六
幕
目
其
一
・
山
科
停
車
場
(夢
)、
其
二
・
佐
世
保
海
軍
病
院
、

七
幕
目
・
片
岡
浪
子
臨
終
、
大
詰
・
青
山
墓
地
。
二
絃
琴
は
三
幕
目
に
登
場
す
る
。

三
幕
目
冒
頭
の
舞
台
設
定
と
、
三
幕
中
盤
の
二
絃
琴
登
場
場
面
を
引
用
す
る
。

⽛
平
舞
台
、
上
手
寄
り
に
屋
根
傾
き
格
子
戸
破
れ
、
幾
年
の
風
雨
に
曝さ

ら
され

て
黒
み

を
帯
び
た
る
丹
塗
の
不
動
堂
。
其
下
手
に
老
松
一
株
、
幹
太
く
し
て
根
上
れ
る
が
、

蓊お
う

ᓔう
つ

と
し
て
屋
根
を
覆
ふ
。
下
手
は
風
に
細
り
た
る
磯そ

馴な
れ

松ま
つ

一
株
、
其
渚
に
一
艘

の
漁
舟
᷷
ぎ
あ
り
。
上
の
方
は
一
面
に
老
松
生
茂
り
た
り
。
奥
は
一
面
に
静
け
き

海
原
、
空
に
は
中
秋
十
五
夜
の
月
澄
め
り
。
岸
辺
を
洗
ふ
波
音
に
て
幕
開
く
。
／

武
男
(海
軍
少
尉
の
服
に
外
套
を
着
た
る
)と
浪
子
(琉
球
飛
白

か
す
り

の
着
付
、
同
じ
羽
織
に
白

き
シ
ョ
ー
ル
を
纏
へ
る
)の
両
人
椽え

ん

に
腰
掛
け
乳
母
お
幾
松
の
根
下
に
蹲
り
居
る
。

(略
)

お
幾
は
下
手
に
入
る
。
／
漣
の
音
に
和
し
て
、
二
絃
琴
と
明
笛
と
合
奏
の
音

洋
々
と
し
て
聞
ゆ
／
浪
子
は
恍
惚

う
つ
と
り

と
立
ち
上
り
て
、
／
浪
子

貴
方

あ
な
た

、
又
合
奏
が

始
つ
て
よ
。
／
武
男

誰
か
の
別
荘
だ
と
云
つ
た
つ
け
ね
。
(略
)／
浪
子

(其そ
の

ま
ゝ
見
上
げ
て
)仲
の
好
い
御
夫
婦
よ
。
／
武
男

此
方

こ
つ
ち

も
負
け
ぬ
気
に
な
つ
て
大

お
ほ
い

に
演や

ろ
う
、
浪
さ
ん
は
ヴ
ア
イ
オ
リ
ン
が
巧う

ま

い
か
ら
、
僕
は
尺
八
で
も
習
つ
て
来

る
か
ら
ね
、
今
度
は
大お

ほ
いに

や
る
さ
、
何
有

な
あ
に

他ひ
と

に
負
け
る
も
の
か
。⽜

《
注
》
舞
台
の
た
め
の
脚
本
で
な
く
、
複
数
の
舞
台
を
参
考
に
執
筆
さ
れ
た

と
い
う
脚
本
で
あ
る
。
満
月
、
波
音
、
合
奏
は
美
し
く
穏
や
か
で
幸
福
な
場

面
を
演
出
す
る
が
、
不
動
堂
と
松
の
寂
し
い
情
景
が
、
い
ず
れ
訪
れ
る
悲
劇

を
暗
示
す
る
。
な
お
、
こ
の
場
面
に
つ
い
て
は
、
古
井
戸
秀
夫
が
指
摘
す
る

よ
う
に
、
男
女
の
合
奏
、
明
清
楽
の
流
行
、
和
洋
合
奏
な
ど
、
明
治
の
音
楽

状
況
を
端
的
に
示
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
古
井
戸
に
よ
る
と
、⽛
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
が
琴
に
な
る
演
出
も
あ
る
。⽜
と
い
う(6)。
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一
九
〇
九
年
(明
治
四
十
二
)三
月

加
藤
長
江
(庸
三
)編
⽝
日
本
音
楽
沿
革
史
⽞
松
本
楽
器
合
資
会
社
出
版
部
、
一
〇

三
頁

《
概
要
》⽛
楽
器
根
原
誌
(和
漢
洋
)⽜
の
中
の
⽛
三マ

マ

絃
琴
⽜
の
説
明
に
、⽛
加
藤
蘆

舟
と
云
ふ
人
、
八
雲
琴
よ
り
工
夫
し
て
造
る
。⽜
と
あ
る
。

一
九
一
三
年
(大
正
二
)九
月
［
執
筆
］

宮
本
百
合
子
⽛
ひ
な
勇
は
ん
⽜

《
概
要
》
祖
母
と
京
都
に
行
っ
た
私
(百
合
)は
、
祇
園
の
舞
子
、
雛
勇
こ
と
お
妙

ち
ゃ
ん
と
親
密
に
な
る
。
私
は
二
ヶ
月
余
り
京
都
に
滞
在
し
て
、
泣
く
泣
く
東
京

へ
帰
り
、
し
ば
ら
く
の
文
通
の
の
ち
、
雛
勇
の
死
の
知
ら
せ
を
受
け
取
る
。
二
絃

琴
の
登
場
場
面
は
次
の
通
り
。⽛
私
達
は
二
人
で
お
互
い
に
よ
っ
か
か
り
っ
こ
を

し
な
が
ら
こ
ん
な
と
り
と
め
も
な
い
、
そ
し
て
美
く
し
い
気
持
で
薬
玉
の
方
や
子

猫
や
白
粉
の
瓶
や
、
そ
ん
な
も
の
を
見
な
が
ら
は
な
し
合
っ
て
居
た
。
す
じ
向
い

の
家
で
二
絃
琴
を
弾
い
て
居
る
。
お
妙
ち
ゃ
ん
は
そ
れ
に
か
る
い
調
子
で
合
わ
せ

て
居
た
が
フ
ッ
と
だ
ま
っ
て
私
の
横
が
お
を
ジ
ー
ッ
と
ま
ば
た
き
も
し
な
い
で
見

つ
め
て
居
る
。
(略
)⽛
ど
う
も
せ
ん
け
ど
…
…
別
れ
て
し
も
う
た
時
よ
く
思
い
出

せ
る
様
に
よ
く
見
と
く
の
や
…
…
そ
の
方
が
い
い
思
う
て
ナ
⽜⽜

《
注
》
著
者
生
前
未
発
表
の
短
編
小
説
。
引
用
は
⽝
宮
本
百
合
子
全
集
⽞
補

巻
一
(新
日
本
出
版
社
、
一
九
八
一
年
)二
三
一
頁
。⽛
二
絃
琴
⽜
と
あ
る
が
、

京
都
が
舞
台
の
た
め
八
雲
琴
と
解
釈
可
能
で
あ
り
、
東
流
二
絃
琴
は
東
京
以

外
の
地
域
に
は
ほ
と
ん
ど
伝
播
し
て
い
な
い
た
め
八
雲
琴
と
解
釈
す
る
方
が

自
然
で
あ
る
と
も
言
え
る
。
た
だ
し
、
舞
子
で
あ
る
お
妙
ち
ゃ
ん
が
⽛
か
る

い
調
子
で
合
わ
せ
⽜
る
の
で
あ
れ
ば
、
俗
曲
を
弾
い
て
い
た
も
の
と
解
す
べ

き
だ
ろ
う
。
八
雲
琴
は
元
来
、
神
社
に
奉
納
演
奏
す
る
た
め
の
楽
器
と
し
て

作
ら
れ
て
お
り
、
東
流
二
絃
琴
は
俗
曲
を
演
奏
す
る
た
め
に
八
雲
琴
の
系
譜

か
ら
離
脱
し
独
立
し
た
流
派
で
あ
り
、
楽
器
の
形
状
に
も
多
少
の
違
い
が
あ

る
。
と
は
い
え
、
明
治
二
十
年
代
(一
八
九
〇
年
頃
)の
大
阪
で
は
、
八
雲
琴

独
習
用
の
譜
に
俗
曲
を
含
む
も
の
が
複
数
刊
行
さ
れ
て
お
り(7)、
少
な
く
と
も

大
阪
近
辺
に
お
い
て
は
八
雲
琴
で
俗
曲
を
弾
く
人
々
が
存
在
し
た
と
考
え
ら

れ
る
。
よ
っ
て
、⽛
ひ
な
勇
は
ん
⽜
の
二
絃
琴
は
八
雲
琴
か
も
し
れ
な
い
が
、

東
京
生
ま
れ
の
作
者
は
こ
れ
を
東
流
二
絃
琴
の
イ
メ
ー
ジ
で
書
い
た
可
能
性

も
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
二
絃
琴
に
美
し
い
死
の
イ
メ
ー
ジ
が
付
加
さ
れ

て
い
る
点
は
注
目
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
二
絃
琴
の
二
本
の
絃
が
、
恋
人
同
士

の
よ
う
に
寄
り
添
う
二
人
の
姿
と
重
な
り
合
う
。
二
絃
琴
は
二
本
の
絃
を
同

じ
音
程
に
(同
律
に
調
弦
)し
て
、
基
本
的
に
二
絃
を
同
時
に
弾
く
楽
器
で
あ

る
。
そ
う
し
た
楽
器
の
特
性
か
ら
喚
起
さ
れ
る
イ
メ
ー
ジ
と
い
う
の
は
、
複

数
の
絃
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
音
を
出
す
一
般
的
な
弦
楽
器
と
は
大
き
く
異
な

る
も
の
と
な
る
。

一
九
一
七
年
(大
正
六
)九
月

芥
川
龍
之
介
⽛
田
端
日
記
⽜⽝
新
潮
⽞

《
概
要
》
作
家
の
日
記
を
連
載
す
る
企
画
で
、
芥
川
の
日
記
、
数
日
分
が
雑
誌
掲

載
さ
れ
た
。⽛
廿
九
日
⽜
の
項
に
二
絃
琴
に
関
す
る
記
述
が
あ
る
。⽛
す
る
と
、
向

う
の
家
の
二
階
で
、
何
だ
か
楽
器
を
弾
き
出
し
た
。
始
は
マ
ン
ド
リ
ン
か
と
思
つ

た
が
、
中
ご
ろ
か
ら
、
赤
木
が
あ
れ
は
琴
だ
と
道
破
し
た
。
僕
は
琴
に
し
た
く
な
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か
つ
た
か
ら
、
い
や
二
絃
琴
だ
よ
と
異
を
樹
て
た
。
し
ば
ら
く
は
琴
だ
二
絃
琴
だ

と
云
つ
て
、
喧
嘩
し
て
ゐ
た
が
、
そ
の
中
に
楽
器
の
音
が
ぴ
つ
た
り
し
な
く
な
つ

た
。
今
に
な
つ
て
考
へ
て
見
る
と
、
ど
う
も
あ
れ
は
こ
つ
ち
の
議
論
が
、
向
う
の

人
に
聞
え
た
の
に
相
違
な
い
。⽜

《
注
》⽛
僕
は
琴
に
し
た
く
な
か
つ
た
⽜
と
あ
る
が
、⽛
ど
う
せ
暇
つ
ぶ
し
に

や
る
議
論
だ
か
ら
勝
つ
て
も
負
け
て
も
、
ど
つ
ち
で
も
差
支
え
な
い
⽜
と
も

記
さ
れ
て
お
り
、
議
論
し
た
い
が
た
め
の
議
論
で
あ
る
。⽛
道
破
⽜
と
あ
る

こ
と
か
ら
、
赤
木
の
主
張
し
た
琴
が
正
解
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
引
用
は

⽝
芥
川
龍
之
介
全
集
⽞
第
二
巻
(岩
波
書
店
、
一
九
九
五
年
)二
六
八
ᴷ
二
六
九

頁
。

一
九
二
一
年
(大
正
十
)［
執
筆
］

長
谷
川
時
雨
⽛
虫
の
踊
り
⽜

《
概
要
》
舞
踊
の
演
目
の
た
め
の
メ
モ
書
き
と
思
わ
れ
る
も
の
。
序
曲
で
⽛
日
ぐ

ら
し
⽜
が
登
場
し
、
一
段
で
鈴
虫
、
二
段
で
キ
チ
キ
チ
バ
ッ
タ
と
ク
ツ
ワ
虫
、
三

段
で
主
役
の
キ
リ
ギ
リ
ス
が
登
場
す
る
。
四
段
五
段
で
⽛
虫
の
踊
も
り
上
が
り
⽜、

六
、
七
、
八
段
で
虫
た
ち
は
風
に
⽛
威
圧
さ
れ
倒
れ
⽜、
九
段
で
⽛
次
第
次
第
に

死
す
⽜
と
い
う
筋
書
き
。
各
場
面
の
所
要
時
間
と
使
用
楽
器
が
記
さ
れ
て
お
り
、

二
絃
琴
は
一
段
に
て
使
用
さ
れ
る
。⽛
一
段

虫
一
疋
(鈴
虫
)静
か
に
踊
る
、
草

に
臥
す
。
4
分
／
主

尺
八
、
二
絃
琴
⽜

《
注
》
ヒ
グ
ラ
シ
に
尺
八
、
鈴
虫
に
二
絃
琴
、
キ
チ
キ
チ
バ
ッ
タ
と
ク
ツ
ワ

虫
に
三
味
線
と
鳴
物
、
と
い
う
楽
器
の
充
て
方
が
興
味
深
い
作
品
。
引
用
は
、

⽝
文
学
者
の
日
記
8

長
谷
川
時
雨

深
尾
須
磨
子
⽞
(博
文
館
新
社
、
一
九

九
九
年
)五
一
頁
。

一
九
二
三
年
(大
正
十
二
)二
月

町
田
博
三
［
佳
聲
］⽝
長
唄
稽
古
手
引
草
⽞
邦
楽
研
究
会
、
四
三
八
ᴷ
四
三
九
頁

《
概
要
》
下
巻
説
話
篇
の
⽛
第
三
課

家
系
制
度
と
流
派
⽜
に
⽛
其
の
他
の
家
⽜

と
題
し
て
、
初
代
蘆
船
の
経
歴
を
紹
介
。⽝
万
家
肖
像
雅
名
集
⽞
(一
八
八
四
年
)の

蘆
船
像
を
転
載
。
本
文
は
以
下
の
通
り
。⽛
現
今
で
は
男
の
後
継
者
は
絶
へ
て
居

る
が
記
憶
す
べ
き
人
は
藤
舎
蘆
船
(加
藤
宗
三
郎
、
天
保
元
ᴷ
明
治
二
十
二
)が
あ
る
、

此
の
人
は
元
観
世
流
の
太
鼓
打
で
あ
つ
た
が
長
唄
囃
子
界
に
入
り
福
原
百
之
助

(後
五
世
望
月
太
左
衛
門
)の
門
弟
と
な
り
望
月
太
意
次
郎
と
称
し
、
後
芦マ

マ

船
と
号
し

た
、
本
行
に
精
通
し
て
居
る
だ
け
に
拵
へ
物
に
妙
を
得
て
二
世
杵
屋
勝
三
郎
が
日

吉
吉
左
衛
門
の
為
め
に
本
行
が
ら
り
の
⽛
舟
弁
慶
⽜
や
⽛
安
達
原
⽜
を
作
曲
し
た

時
の
相
談
相
手
は
此
の
芦マ

マ

船
で
あ
つ
た
、
晩
年
に
は
二
絃
琴
の
奏
法
を
工
夫
し
て

自
ら
家
元
と
な
つ
た
、
然
し
鳴
物
師
で
今
尚
ほ
藤
舎
を
名
乗
つ
て
居
る
人
も
相
当

に
あ
る
や
う
だ
。⽜

《
注
》⽛
本
行
が
ら
り
⽜
は
⽛
本
行
が
か
り
⽜
の
誤
植
か
。
勝
三
郎
作
⽛
舟

弁
慶
⽜⽛
安
達
原
⽜
と
は
、
能
楽
に
長
唄
を
取
り
入
れ
た
吾
妻
能
狂
言
の
作

品
で
あ
り
、
こ
れ
ら
に
鳴
り
物
の
節
を
つ
け
た
の
が
蘆
船
で
あ
る
。

一
九
二
四
年
(大
正
十
三
)四
月

芥
川
龍
之
介
⽛
少
年
⽜⽝
中
央
公
論
⽞

《
概
要
》⽛
少
年
⽜
の
第
三
章
⽛
死
⽜
に
お
い
て
、
二
絃
琴
の
師
匠
の
死
去
の
話

題
が
端
緒
と
な
り
、
父
と
子
が
⽛
死
⽜
に
つ
い
て
対
話
す
る
。⽛
と
う
と
う
お
目

東流二絃琴に関する資料目録(大正篇)
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出
度
な
つ
た
さ
う
だ
な
、
ほ
ら
、
あ
の
槙
町
の
二
絃
琴
の
師
匠
も
。
…
…
⽜
と
い

う
父
の
言
葉
を
誤
解
し
た
保
吉
は
⽛
さ
つ
き
は
よ
そ
の
お
師
匠
さ
ん
、
今
度
は
僕

が
お
目
出
度
な
つ
た
！
⽜
と
話
し
か
け
て
、
家
族
に
笑
わ
れ
る
。⽛
お
目
出
度
な

る
と
云
ふ
こ
と
は
ね
、
死
ん
で
し
ま
ふ
と
云
ふ
こ
と
だ
よ
。⽜
と
い
う
父
の
説
明

に
、
保
吉
は
⽛
死
ん
で
し
ま
ふ
つ
て
、
ど
う
す
る
こ
と
？
⽜
と
問
い
か
け
る
。

《
注
》
家
族
の
楽
し
気
な
食
卓
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
二
絃
琴
と
死
の
イ

メ
ー
ジ
の
結
び
つ
き
に
注
意
し
た
い
。
独
奏
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
音
量
の

小
さ
い
楽
器
で
あ
る
こ
と
と
、
奏
者
の
減
少
が
、
二
絃
琴
を
寂
し
い
印
象
の

楽
器
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
引
用
は
⽝
芥
川
龍
之
介
全
集
⽞
第
一
一
巻
(岩

波
書
店
、
一
九
九
六
年
)六
三
ᴷ
六
四
頁
。

一
九
二
七
年
(昭
和
二
)

⽛
日
本
音
楽
の
趨
勢
⽜
(東
京
日
日
通
信
社
編
⽝
現
代
音
楽
大
観
⽞)九
〇
ᴷ
九
三
頁

《
概
要
》⽛
日
本
音
楽
の
趨
勢
⽜
の
章
に
⽛
東
流
二
絃
琴
⽜
と
題
し
て
流
派
の
沿

革
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
人
物
情
報
の
み
拾
う
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

蘆
船
の
従
兄
弟
⽛
巣
鴨
の
本
田
某
と
呼
ぶ
神
主
⽜
が
⽛
東
流
二
絃
琴
を
案
出
し

た
⽜。
蘆
船
は
⽛
小
林
好
愛
氏
の
地
所
内
に
居
を
構
へ
て
ゐ
た
⽜。⽛
宝
生
流
鳴
物

に
長
じ
特
に
大
鼓
を
得
意
と
し
望
月
太
意
次
郎
と
名
乗
る
名
手
⽜
で
あ
っ
た
。

⽛
故
日
吉
吉
左
衛
門
(略
)お
よ
び
現
長
唄
界
の
重
鎮
稀
音
家
六
四
郎
氏
の
厳
父
故

三
郎
兵
衛
、
先
代
住
田
又
兵
衛
等
の
同
志
と
相
図
り
⽛
東
能
⽜
を
創
始
し
た
が
、

不
幸
宗
家
(先
代
梅
若
萬
三
郎
)の
忌
諱
に
触
れ
て
一
時
破
門
せ
ら
れ
⽜、
そ
れ
ゆ
え

に
⽛
八
雲
琴
の
改
良
に
没
頭
⽜
し
た
。
楽
器
は
当
初
、⽛
本
所
区
二
ツ
目
松
井
町

三
丁
目
の
柏
屋
永
次
郎
が
一
手
に
製
作
し
た
が
、
現
在
は
芝
区
南
佐
久
町
の
ᝨ
商

新
井
長
次
郎
氏
が
製
作
し
つ
つ
あ
る
⽜。
蘆
船
は
⽛
鳴
物
の
名
手
先
代
住
田
又
兵

衛
及
其
妻
藤
舎
蘆
琴
等
と
共
に
各
所
に
出
演
⽜
し
た
。⽛
九
代
目
團
十
郎
は
之
を

愛
好
⽜
し
て
⽛⽛
忠
臣
蔵
⽜
の
由
良
之
助
を
務
め
た
際
、
舞
台
に
之
を
弾
じ
て
好

評
を
博
し
⽜
た
。⽛
浅
草
猿
若
座
に
於
け
る
、
市
村
家
橘
(略
)の
⽛
笹
野
権
三
⽜

の
際
は
、
蘆
船
自
ら
舞
台
裏
に
弾
じ
⽜
た
。
蘆
船
の
墓
は
震
災
後
⽛
廃
墟
同
然
に

な
つ
て
居
た
の
を
、
小
林
好
愛
氏
及
び
小
林
氏
の
愛
嬢
に
し
て
故
侍
医
頭
医
学
博

士
青
山
胤
通
氏
未
亡
人
(略
)父
子
相
談
の
上
昭
和
二
年
中
秋
立
派
に
修
理
せ
ら

れ
⽜
た
。
蘆
船
の
没
後
は
⽛
其
の
高
弟
蘆
瑟
の
夫
君
斯
波
二
郎
氏
、
及
び
小
林
好

愛
氏
等
が
、
家
元
の
後
継
者
擁
立
及
び
斯
道
の
統
一
を
図
つ
た
が
終
に
実
現
す
る

に
至
ら
な
か
つ
た
⽜。
そ
の
他
、
門
弟
と
し
て
名
の
挙
が
っ
て
い
る
の
は
、
蘆
洲
、

蘆
月
、
蘆
曲
、
蘆
光
、
蘆
□
、
蘆
琴
、
蘆
柳
、
蘆
橋
、
蘆
水
、
蘆
江
、
蘆
佶
、
蘆

蝶
、
蘆
菊
、
蘆
秀
、
青
山
未
亡
人
、
奥
平
令
夫
人
、
酒
井
氏
夫
人
、
松
本
君
平
氏

夫
人
で
あ
る
。
ラ
ジ
オ
放
送
に
協
力
し
た
望
月
扑
清
と
望
月
初
子
の
名
も
あ
る
。

《
注
》
住
田
又
兵
衛
(二
代
目
)は
、
望
月
扑
清
の
回
顧
談
(一
九
二
八
年
)に
も

藘
船
の
共
演
者
と
し
て
登
場
す
る
(本
稿
次
頁
参
照
)。
妻
の
藘
琴
は
前
稿
に

て
紹
介
し
た
⽝
万
家
肖
像
雅
名
集

音
曲
之
部
⽞
(一
八
八
四
年
)に
二
絃
琴

名
取
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
九
代
目
團
十
郎
が
⽛
忠
臣
蔵
⽜
の
舞
台
で

二
絃
琴
を
弾
い
た
と
あ
る
が
、
こ
の
件
に
つ
い
て
長
谷
川
時
雨
は
次
の
よ
う

に
記
し
て
い
る
。⽛
九
代
目
市
川
團
十
郎
が
⽛
忠
臣
蔵
⽜
の
大
星
内
蔵
之
助

で
山
科
の
別
れ
に
⽛
冬
の
恵
⽜
を
奏
で
、
ま
た
四
国
旅
行
の
旅た

び

土
産

づ

と

に
⽛
三

津
の
眺
め
⽜
の
唱
歌
を
つ
くマ

マ

た
の
で
一
層
評
判
に
な
つ
た(8)。⽜

一
九
二
七
年
(昭
和
二
)

76



⽛
現
代
音
楽
家
総
覧
⽜
(東
京
日
日
通
信
社
編
⽝
現
代
音
楽
大
観
⽞)二
八
七
ᴷ
二
八
八

頁《
概
要
》⽛
現
代
音
楽
家
総
覧
⽜
の
⽛
和
楽
の
部
⽜
に
、
二
絃
琴
の
名
取
四
名
が

掲
載
さ
れ
て
い
る
。
藤
舎
蘆
洲
(大
澤
や
す
)と
藤
舎
蘆
蝶
(櫻
井
蝶
)は
紹
介
文
の
み
、

藤
舎
蘆
風
(守
谷
ふ
さ
子
)と
藤
舎
蘆
水
(森
こ
う
)は
写
真
付
き
。
四
名
の
紹
介
文
は

⽝
台
東
区
の
文
化
財
保
護

第
四
集
⽞
(注
5
)に
全
文
収
録
の
た
め
、
こ
こ
に
は

記
載
し
な
い
。
蘆
洲
は
初
代
蘆
船
の
門
下
で
あ
り
、
蘆
蝶
は
蘆
垠
の
門
下
、
蘆
風

は
蘆
景
の
門
下
、
蘆
水
は
蘆
柳
の
門
下
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。
蘆
洲
の
住
所

は
小
石
川
区
中
町
(略
)、
蘆
蝶
は
日
暮
里
渡
辺
町
(略
)、
蘆
風
は
四
ツ
谷
区
忍
町

(略
)、
蘆
水
は
日
本
橋
区
本
小
田
原
町
(略
)と
あ
り
、
蘆
水
の
み
電
話
番
号
を
載

せ
て
い
る
。
ま
た
、
蘆
水
に
つ
い
て
は
⽛
昭
和
二
年
一
月
に
は
歌
舞
伎
座
に
於
て

片
岡
仁
左
衛
門
の
⽛
阿
蘭
陀
船
⽜
に
二
絃
琴
を
弾
じ
多
大
の
好
評
を
博
し
た
。⽜

と
い
う
逸
話
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。

一
九
二
八
年
(昭
和
三
)九
月

伊
庭
孝
⽝
日
本
音
楽
概
論
⽞
厚
生
閣
書
店
、
四
一
六
頁

《
概
要
》⽛
楽
器
及
び
楽
器
法
⽜
の
章
に
⽛
東
流
二
絃
琴
⽜
の
項
が
あ
る
。⽛
明
治

四
五
年
頃
藤
舎
芦
船
と
い
ふ
人
が
流
行
を
目
あ
て
に
是
を
創
製
し
た
。
芦
船
と
い

ふ
の
は
本
名
を
加
藤
宗
三
郎
と
い
ひ
、
天
保
元
年
の
生
れ
で
、
初
め
観
世
流
の
太

鼓
方
で
あ
つ
た
が
長
唄
の
囃
子
と
な
り
五
世
望
月
太
左
衛
門
の
門
弟
と
な
つ
て
望

月
太
意
次
郎
と
名
乗
つ
て
ゐ
た
が
、
本
行
に
明
る
い
為
め
に
、
拵
へ
物
に
長
け
て

ゐ
た
。
後
に
藤
舎
芦
船
と
名
乗
つ
て
ゐ
た
が
、
遂
に
二
絃
琴
を
創
始
し
て
自
ら
家

元
と
な
つ
た
。
今
日
二
絃
琴
と
一
般
に
称
せ
ら
れ
る
の
は
此
の
東
流
二
絃
琴
の
事

で
、
最
後
ま
で
生
命
を
持
ち
つ
づ
け
た
わ
け
で
あ
る
。
一
絃
琴
は
儒
家
が
愛
玩
し
、

八
雲
琴
は
神
道
家
、
而
し
て
東
流
二
絃
琴
は
長
唄
師
の
発
明
で
あ
る
か
ら
謡
物
は

歌
浄
瑠
璃
で
、
且
つ
囃
子
を
入
れ
て
賑
か
な
合
奏
を
す
る
の
で
、
一
時
流
行
し
た

も
の
で
あ
つ
た
。
芦
船
の
没
し
た
の
は
、
明
治
二
十
三
年
で
あ
る
。
／
東
流
二
絃

琴
は
さ
う
い
ふ
わ
け
で
、
合
奏
の
都
合
上
、
律
は
一
定
し
て
ゐ
な
い
。
感
壺
は
／

ア
メ
ツ
チ
ニ
ネ
ハ
ス
ミ
ワ
タ
リ
ヒ
キ
ナ
レ
シ
ヲ
コ
ト
ヤ
イ
ク
ヨ
サ
カ
エ
ノ
ホ
ラ
ン

／
と
い
ふ
三
十
一
文
字
で
あ
る
が
、
歌
の
伴
奏
と
し
て
三
味
線
の
如
き
機
能
を
有

す
る
の
で
、
そ
の
感
壺
は
形
式
だ
け
に
し
か
用
ゐ
ら
れ
な
い
。
絃
は
紫
色
を
用
ゐ

る
の
が
本
式
で
あ
る
と
い
ふ
。⽜

《
注
》
蘆
船
の
没
年
を
明
治
二
十
三
年
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
二
十
二
年

の
間
違
い
。
囃
子
方
と
し
て
の
経
歴
説
明
は
町
田
博
三
(一
九
二
三
年
)と
ほ

ぼ
同
じ
。

一
九
二
八
年
(昭
和
三
)十
二
月
二
日

三
世
望
月
扑
清
⽛
桶
町
の
火
事
⽜⽝
都
新
聞
⽞

《
概
要
》
歌
舞
伎
囃
子
方
の
望
月
扑
清
に
よ
る
回
顧
談
。
初
出
時
題
目
は
⽛【
七
】

相
中
以
下
に
名
流
の
囃
子
⽜。
こ
の
項
の
挿
話
は
明
治
十
年
の
出
来
事
で
、
当
時

の
共
演
者
の
一
人
と
し
て
藤
舎
蘆
船
の
名
が
見
え
る
。⽛
な
に
し
ろ
此
時
は
安
政

以
来
の
大
火
だ
さ
う
で
、
此
の
火
事
の
為
に
折
角
建
て
た
師
匠
の
家
は
勿
論
の
事

師
匠
が
持
場
と
す
る
肝
腎
の
新
富
座
や
澤
村
座
が
焼
け
て
了
ひ
ま
し
た
の
で
、
極

く
人
善
で
、
物
に
無
頓
着
な
師
匠
も
さ
す
が
に
此
時
ば
か
り
は
途
方
に
暮
れ
た
様

子
で
し
た
。
併
し
人
に
厄
介
に
な
る
事
を
余
り
好
ま
な
い
人
な
の
で
、
間
も
無
く

神
田
大
門
通
り
の
裏
へ
家
を
探
し
て
引
越
し
ま
し
た
。
／
と
や
か
く
す
る
中
に
本

東流二絃琴に関する資料目録(大正篇)
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所
の
壽
座
か
ら
口
が
か
ゝ
り
、
翌
十
年
の
正
月
に
同
座
へ
入
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

其
の
時
の
お
囃
子
の
顔
触
は
大
し
た
も
の
で
し
た
。
唄
が
芳
村
伊
三
郎
(六
代
目
)

富
士
田
新
藏
(先
代
)三
味
線
は
杵
屋
六
左
衛
門
(先
々
代
)杵
屋
小
四
郎
(後
ち
悦
翁
)

鳴
物
で
は
笛
が
住
田
又
兵
衛
(駿
河
町
)小
鼓
は
藤
舎
蘆
船
、
大
鼓
が
長
九
郎
、
私

は
此
の
時
長
左
久
の
名
で
出
囃
子
に
は
太
鼓
を
打
つ
こ
と
に
な
つ
て
居
ま
し
た
。

か
う
い
ふ
具
合
で
私
を
除
く
外
は
、
い
づ
れ
も
長
唄
界
の
大
立
者
ば
か
り
な
の
に

引
か
へ
て
、
当
時
壽
座
の
俳
優
は
み
ん
な
相あ

ひ

中ち
ゆ

以う

下
の
俳
優
ば
か
り
だ
つ
た
の
で

す
。
で
す
か
ら
普
通
な
ら
中
々
こ
ん
な
お
囃
子
を
揃
へ
る
訳
に
は
い
か
な
い
の
で

す
が
、
恰
度
焼
け
出
さ
れ
て
困
つ
て
居
る
所
へ
、
座
元
が
本
当
の
道
楽
か
ら
興
行

を
続
け
て
居
る
人
で
平
素
師
匠
(長
九
郎
)を
初
め
大お

ほ

頭あ
た

連ま

を
贔
屓
に
し
て
ゐ
た
関

係
か
ら
か
う
い
ふ
事
に
な
つ
た
の
で
す
。⽜

《
注
》
こ
の
回
顧
談
は
⽛
鳴
物
閑
談
ᴷ
宗
家
望
月
扑
清
の
話
ᴷ
⽜
と
題
し
て
、

十
一
月
二
十
六
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
⽝
都
新
聞
⽞
に
連
載
さ
れ
、

後
に
、
望
月
太
左
衛
門
［
三
世
望
月
扑
清
］⽝
鳴
物
閑
談
⽞
(日
刊
通
信
社
、

一
九
三
八
年
六
月
)に
収
録
さ
れ
た
。
引
用
に
は
読
み
や
す
さ
を
考
慮
し
⽝
鳴

物
閑
談
⽞
を
用
い
た
。
扑
清
は
、
二
絃
琴
の
ラ
ジ
オ
放
送
に
鳴
物
を
加
え
る

際
(一
九
二
六
年
十
一
月
五
日
放
送
)、
町
田
佳
聲
か
ら
依
頼
さ
れ
て
作
調
し
、

女
性
の
門
人
を
派
遣
。
の
ち
、
蘆
瑟
の
家
元
襲
名
の
際
に
は
後
援
者
の
一
人

と
な
っ
た
と
い
う
人
物(9)。

一
九
二
八
年
(昭
和
三
)十
二
月
三
日
～
五
日

三
世
望
月
扑
清
⽛
信
州
上
田
の
長
唄
ま
つ
り
⽜⽝
都
新
聞
⽞

《
概
要
》
望
月
扑
清
の
回
顧
談
。
蘆
船
ら
と
上
田
へ
同
道
し
た
時
の
逸
話
。
こ
の

項
の
初
出
時
題
目
は
⽛【
八
】
信
州
上
田
の
長
唄
ま
つ
り
⽜⽛【
九
】
松
井
田
で
コ

レ
ラ
の
足
止
め
⽜⽛【
十
】
懐
か
し
い
丁
髷
と
の
別
れ
⽜
で
あ
る
。
以
下
、
長
く
な

る
が
引
用
す
る
。

⽛
明
治
十
二
年
の
六
月
の
事
で
し
た
。
其
頃
信
州
上
田
は
長
唄
が
大
流
行
で
夏
に

な
る
と
長
唄
祭
り
と
い
ふ
の
を
や
り
ま
す
。
こ
の
長
唄
祭
り
に
招
か
れ
た
の
が
唄

で
松
島
庄
五
郎
、
岡
安
喜
代
蔵
、
同
喜
代
太
、
三
味
線
が
岡
安
喜
三
郎
(四
代
目
)

松
永
鐵
五
郎
、
笛
が
住
田
又
兵
衛
、
小
鼓
が
藤
舎
蘆
船
、
大
鼓
が
師
匠
(長
九
郎
)

と
い
ふ
顔
触
れ
で
、
私
は
矢
張
り
長
佐
久
で
太
鼓
の
役
で
し
た
。
(略
)も
の
は
舌

出
し
、
拍
子
舞
、
石
橋
の
三
つ
で
す
。
(略
)

さ
て
い
よ
い
よ
翌
日
に
な
る
と
、
屋
台
の
中
へ
納
ま
つ
て
市
中
を
練
歩
く
事
に

な
り
ま
し
た
。
(略
)そ
の
聴
き
手
と
云
つ
た
ら
実
に
大
し
た
も
の
で
、
市
中
は
割

れ
返
る
や
う
な
人
気
で
す
。

(略
)

こ
ん
な
工
合
で
、
二
十
七
、
八
、
九
の
三
日
間
を
無
事
に
勤
め
、
さ
ア
帰
ら
う

と
な
つ
た
所
が
私
達
を
土
地
へ
招
ん
だ
旦
那
衆
が
附
近
の
温
泉
へ
案
内
す
る
か
ら

是
非
も
う
二
三
日
逗
留
し
て
く
れ
と
い
ふ
言
葉
に
一
同
応
じ
た
か
つ
た
の
で
す
が

(略
)折
角
の
勧
め
を
断
つ
て
了
ひ
ま
し
た
。
す
る
と
只
一
人
旦
那
衆
の
言
葉
に
従

つ
て
残
ら
う
と
云
ひ
出
し
た
の
は
蘆
船
さ
ん
で
之
は
も
つ
と
も
私
達
を
連
れ
て
来

た
受
合
主
な
ん
で
す
か
ら
、
ど
う
し
て
も
義
理
を
立
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た

の
で
せ
う
。
(略
)さ
て
翌
日
に
な
つ
て
直
ぐ
に
出
発
を
し
よ
う
と
す
る
と
、
宿
の

番
頭
が
あ
わ
た
だ
し
く
や
つ
て
来
て
、
お
客
様
方
、
誠
に
お
気
の
毒
で
御
座
い
ま

す
が
、
今
東
京
で
は
コ
レ
ラ
が
俄
に
は
や
り
出
し
ま
し
た
の
で
、
お
帰
り
に
な
る

事
は
出
来
ま
せ
ん
。
な
ん
で
も
警
察
の
お
達
し
に
よ
る
と
五
日
間
足
を
止
め
る
よ
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う
に
と
の
事
で
す
。

(略
)

此
処
に
居
る
中
は
碁
、
将
棋
の
勝
負
が
楽
み
の
関
の
山
で
、
な
ん
に
も
面
白
い

事
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
三
日
目
の
事
、
蘆
船
さ
ん
が
ひ
よ
つ
こ
り
や
つ
て
来

ま
し
た
。
話
に
よ
る
と
温
泉
へ
浸
つ
て
二
日
ば
か
り
い
い
気
分
で
遊
ん
だ
上
、
帰

ら
う
と
す
る
と
東
京
に
コ
レ
ラ
が
は
や
つ
て
居
る
か
ら
其
儘
で
は
帰
れ
な
い
と
の

事
に
上
田
の
警
察
で
証
明
書
を
貰
ひ
、
之
か
ら
東
京
へ
帰
る
所
だ
と
い
ふ
の
で
、

一
同
残
念
が
り
、
矢
張
り
温
泉
へ
行
け
ば
よ
か
つ
た
と
、
後
悔
を
い
た
し
ま
し
た
。

蘆
船
さ
ん
は
私
達
を
残
し
て
涼
し
い
顔
を
し
て
、
東
京
へ
帰
つ
て
了
ひ
ま
し
た
。

(略
)⽜

一
九
二
八
年
(昭
和
三
)十
二
月
十
四
日
～
十
五
日

三
世
望
月
扑
清
⽛
名
人
穴
で
殊
勲
の
茨
木
⽜⽝
都
新
聞
⽞

《
概
要
》
望
月
扑
清
の
回
顧
談
。
初
出
時
題
目
は
⽛【
十
九
】
名
人
の
穴
で
殊
勲

の
茨
木
⽜⽛【
二
十
】
中
村
座
西
鳥
越
へ
移
転
す
⽜。

⽛
そ
れ
は
恰
度
十
六
年
の
四
月
、
新
富
座
の
中
幕
に
茨
木
が
書
卸
さ
れ
た
時
の
事

で
、
之
れ
は
云
ふ
迄
の
こ
と
も
な
く
五
代
目
(菊
五
郎
)さ
ん
の
も
の
、
そ
れ
に
先

代
の
左
團
次
さ
ん
が
綱
で
し
た
。
(略
)こ
の
茨
木
の
地
方
は
庄
五
郎
さ
ん
、
正
次

郎
さ
ん
、
和
楓
さ
ん
、
六
四
郎
(佐
久
間
町
)さ
ん
が
立
別
れ
で
、
笛
が
又
兵
衛
さ

ん
、
小
鼓
が
山
左
衛
門
さ
ん
、
大
鼓
が
師
匠
、
太
鼓
が
蘆
船
さ
ん
で
し
た
。⽜

《
注
》
春
木
座
の
出
番
を
終
え
、
新
富
座
の
様
子
を
見
に
来
た
扑
清
が
、

⽛
山
左
衛
門
が
来
な
い
為
茨
木
の
幕
が
開
な
い
⽜
と
聞
か
さ
れ
、
急
遽
、
四

日
間
の
代
役
を
勤
め
た
話
。
扑
清
は
蘆
船
と
も
四
日
間
共
演
し
た
こ
と
に
な

る
。三

資
料
目
録
(新
聞
ラ
ジ
オ
欄
)

こ
こ
で
は
、
新
聞
の
ラ
ジ
オ
番
組
表
、
お
よ
び
、
ラ
ジ
オ
番
組
の
紹
介
記
事
を

対
象
と
す
る
。
ラ
ジ
オ
番
組
表
に
記
載
さ
れ
た
情
報
に
つ
い
て
は
、
表
の
形
で
整

理
し
、
掲
載
年
月
日
と
曜
日
、
掲
載
紙
名
と
掲
載
ペ
ー
ジ
、
放
送
時
間
と
放
送
順
、

曲
目
と
歌
詞
掲
載
の
有
無
、
出
演
者
に
つ
い
て
記
載
し
た
。
特
に
記
述
の
な
い
も

の
は
、
東
京
局
(Ｊ
Ｏ
Ａ
Ｋ
)に
よ
る
放
送
で
あ
る
。
ラ
ジ
オ
欄
は
各
紙
に
設
け
ら

れ
て
い
る
が
、
現
在
確
認
で
き
た
限
り
に
お
い
て
情
報
量
が
多
い
も
の
を
主
と
し

て
掲
載
し
た
。

本
稿
収
録
分
に
関
し
て
は
、
す
べ
て
放
送
当
日
の
朝
刊
で
あ
り
、
新
聞
掲
載
日

は
放
送
日
と
同
日
で
あ
る
。
放
送
時
間
に
つ
い
て
は
、
当
時
は
大
ま
か
な
時
間
枠

で
運
用
さ
れ
て
い
た
た
め
、
東
流
二
絃
琴
の
出
演
時
刻
を
正
確
に
知
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
平
日
の
夜
は
八
時
頃
か
ら
九
時
半
頃
ま
で
を
演
芸
の
時
間
と
し
、
毎
夜

三
組
ほ
ど
の
音
楽
や
話
芸
を
放
送
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
曲
目
お
よ
び
出
演
者

に
つ
い
て
は
、
情
報
量
が
多
く
煩
雑
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
が
、
東
流
の
変
遷
を

示
す
貴
重
な
資
料
で
あ
り
、
戦
災
を
経
て
関
係
者
に
も
忘
れ
ら
れ
た
情
報
が
こ
こ

に
数
多
く
埋
も
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
東
流
に
つ
い
て
、
演
奏
者
に
つ
い
て
の
長
文
の
記
事
は
、
表
と
は
別
に
、

掲
載
年
月
日
と
曜
日
、
掲
載
紙
名
、
掲
載
ペ
ー
ジ
、
記
事
の
見
出
し
、
記
事
の
概

要
を
記
載
し
た
。
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＊

一
九
二
五
年
(大
正
十
四
)十
二
月
十
一
日
(金
)⽝
読
売
新
聞
⽞
朝
刊
、
一
〇
頁

⽛
き
ょ
う
の
放
送
歌
詞
／
東
流
二
絃
琴
／
四
季
今
様
／
放
送
時
間
午
後
七
時
四
十

分
頃
⽜⽛
二
絃
琴
え
出
る
の
は
／
立
派
な
奥
さ
ん
方
／
八
雲
琴
か
ら
の
分
れ
⽜⽛
小

松
宮
御
作
／
橋
場
の
春
／
蘆
船
が
節
付
⽜

《
概
要
》
ラ
ジ
オ
放
送
の
番
組
案
内
記
事
。⽛
四
季
今
様
⽜
の
歌
詞
掲
載
。
二
絃

琴
を
弾
く
蘆
水
と
蘆
江
の
写
真
掲
載
。
写
真
の
説
明
に
、⽛
東
流
二
絃
琴
／
唄
の

蘆
水
さ
ん
⽜⽛
東
流
二
絃
琴
／
絃
の
蘆
江
さ
ん
⽜
と
記
さ
れ
て
い
る
。

以
下
、
蘆
水
宅
に
お
け
る
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
。⽛
今
夜
は
東
流
二
絃
琴
の

⽛
四
季
の
今
様
⽜
が
放
送
さ
れ
ま
す
。
歌
は
藤
舎
蘆
水
さ
ん
二
絃
琴
は
藤
舎
蘆
江

さ
ん
で
す
。
日
本
橋
区
元
小
田
原
町
に
蘆
水
さ
ん
を
お
尋
ね
す
る
と
／
折
好
く
蘆

江
さ
ん
も
見
え
て
色
々
放
送
の
打
合
せ
を
し
て
い
ら
つ
し
や
い
ま
し
た
。
蘆
水
さ

ん
も
蘆
江
さ
ん
も
歴
つ
き
と
し
た
奥
さ
ん
で
す
。
交
る
交
る
お
話
を
し
て
下
さ
い

ま
し
た
／
⽛
二
絃
琴
は
も
う
ず
つ
と
永
い
事
打
ち
絶
え
て
居
り
ま
し
た
の
で
す
が

今
度
折
が
あ
つ
て
放
送
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
本
当
に
喜
ん
で
居

り
ま
す
／
初
め
藤
舎
蘆
船
と
仰
し
や
る
方
が
／
八
雲
琴
か
ら
分
れ
て
東
流
と
い
ふ

の
を
お
始
め
に
な
つ
た
の
で
、
明
治
十
七
八
年
頃
だ
さ
う
で
す
。
此
方
が
東
流
の

元
祖
な
の
で
す
。
其
の
後
ず
つ
と
打
ち
絶
え
て
し
ま
つ
て
お
稽
古
を
つ
け
て
い
ら

つ
し
や
る
方
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
し
以
前
お
習
ひ
に
な
つ
た
方
が
い
ら
つ
し
や
る
に

し
て
も
何
れ
も
六
七
十
台
の
方
で
せ
う
か
ら
従
つ
て
二
絃
琴
も
余
り
振
は
な
か
つ

た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
の
。
そ
ん
な
訳
で
／
家
元
も
只
今
の
所
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
、

藤
舎
蘆
瑟
さ
ん
と
仰
し
や
る
方
が
や
つ
て
い
ら
つ
し
や
る
位
で
せ
う
か
。
元
祖
蘆

船
と
仰
し
や
る
方
は
鳴
り
物
師
で
、
九
代
目
團
十
郎
さ
ん
が
⽛
船
弁
慶
⽜
を
出
し

た
時
も
此
の
人
の
鳴
り
物
で
な
い
と
花
道
か
ら
出
ら
れ
な
い
と
仰
し
や
つ
た
と
い

ふ
や
う
な
話
し
も
残
つ
て
居
り
ま
す
。
そ
ん
な
訳
で
東
流
に
は
皆
な
／
鳴
り
物
が

入
つ
て
ゐ
る
の
で
す
が
今
は
譜
本
も
散
つ
て
し
ま
つ
て
ゐ
る
よ
う
で
す
の
、
今
度

の
ラ
ジ
オ
放
送
に
も
鳴
り
物
は
入
り
ま
せ
ん
⽜⽜

⽛
東
流
二
絃
琴
の
お
話
は
だ
ん
だ
ん
面
白
く
な
つ
て
来
ま
し
た
。
此
の
流
派
の
名

誉
の
歴
史
は
創
始
当
時
ず
つ
と
上
つ
方
が
喜
ん
で
お
聞
き
に
な
つ
た
事
で
記
者
が

見
せ
て
戴
い
た
／
歌
本
に
も
三
條
実
美
公
の
題
辞
の
あ
る
と
云
つ
た
風
で
し
た
、

そ
し
て
其
の
十
三
番
に
載
つ
て
ゐ
る
⽛
橋
場
の
春
⽜
と
い
ふ
の
こ
そ
当
時
橋
場
の

御
別
邸
に
い
ら
せ
ら
れ
た
小
松
宮
の
御
作
で
、
蘆
船
師
が
即
座
に
御
前
で
節
附
け

し
て
演
奏
し
て
大
へ
ん
／
御
感
に
あ
づ
か
つ
た
と
い
ふ
曲
で
す
。
歌
詞
は
古
今
集

あ
た
り
か
ら
抜
い
た
も
の
が
多
く
、
従
つ
て
節
附
け
も
品
の
い
ゝ
の
が
特
色
で
す
。

蘆
水
さ
ん
と
蘆
江
さ
ん
は
特
に
記
者
の
た
め
雑
のマ

マ

⽛
岸
の
藤
波
⽜
を
演
奏
し
て
下

さ
い
ま
し
た
が
、
上
品
な
う
ち
に
変
化
の
あ
る
実
に
面
白
い
も
の
で
し
た
。
今
夜

放
送
さ
れ
る
⽛
四
季
の
今
様
⽜
は
別
項
の
／
歌
詞
を
見
て
も
分
る
や
う
に
四
季

折
々
の
眺
め
を
一
歌
曲
の
う
ち
に
収
め
た
曲
で
、
中
に
も
東
流
一
流
の
面
白
さ
が

あ
り
ま
す
か
ら
屹
度
フ
ァ
ン
を
喜
ば
せ
る
事
で
せ
う
⽜

《
注
》
ラ
ジ
オ
初
登
場
の
東
流
を
権
威
づ
け
印
象
づ
け
る
た
め
、
九
代
目
団

十
郎
な
ど
著
名
人
の
名
を
出
し
、
様
々
な
逸
話
が
持
ち
出
さ
れ
る
。
掲
載
写

真
は
琴
を
弾
く
姿
で
あ
る
た
め
、
二
絃
琴
の
形
態
、
大
き
さ
な
ど
も
分
か
る

も
の
と
な
っ
て
い
る
。
本
来
、
二
絃
琴
は
弾
き
な
が
ら
歌
う
も
の
で
あ
る
た

め
、
掲
載
写
真
は
そ
の
姿
を
反
映
し
て
い
る
が
、
美
声
を
聴
か
せ
る
た
め
歌

と
琴
を
分
担
す
る
こ
と
も
多
く
、
ラ
ジ
オ
出
演
時
は
分
担
形
式
を
と
っ
た
よ
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う
で
あ
る
。
記
事
中
⽛
マ
マ
⽜
を
付
け
た
⽛
雑
の
⽜
は
⽛
雑
と
⽜
の
誤
記
で

あ
ろ
う
。
な
お
、
同
日
⽝
東
京
朝
日
新
聞
⽞
(一
一
頁
)は
⽛
吾
妻
流
二
げ
ん

琴
⽜
と
表
記
し
、
次
回
以
降
⽛
東
流
二
げ
ん
琴
⽜
と
記
載
。

一
九
二
六
年
(大
正
十
五
／
昭
和
元
)二
月
十
二
日
(金
)⽝
読
売
新
聞
⽞
朝
刊
、
一
〇

頁⽛
東
流
二
絃
琴
／
梅
が
し
る
べ
／
ᴷ
午
後
八
時
廿
分
ᴷ
⽜⽛
蘆
瑟
さ
ん
を
／
頭
目

に
押
し
／
二
絃
琴
の
復
活
を
図
る
婦
人
達
⽜

《
概
要
》
二
度
目
の
ラ
ジ
オ
放
送
。⽛
梅
が
し
る
べ
⽜
の
歌
詞
掲
載
。
演
奏
は
蘆

水
、
蘆
瑟
、
蘆
江
。
蘆
水
、
蘆
江
の
写
真
掲
載
(前
回
の
写
真
を
加
工
し
た
も
の
)。

写
真
の
説
明
は
⽛
ふ
じ
の
や
／
蘆
江
さ
ん
⽜⽛
ふ
じ
の
や
／
蘆
水
さ
ん
⽜
と
な
っ

て
い
る
。

以
下
、
蘆
水
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。⽛
き
よ
う
東
流
二
絃
琴
を
演
ず
る
藤
舎
蘆
水
さ

ん
を
日
本
橋
の
お
宅
に
訪
れ
る
と
下
町
の
露
地
に
は
冬
の
薄
日
が
洩
れ
て
／
格
子

造
り
の
静
か
な
お
住
ひ
⽛
二
度
目
の
放
送
で
す
し
さ
う
申
し
上
げ
る
程
の
事
□
あ

り
ま
せ
ん
。
こ
の
東
流
の
二
絃
琴
は
明
治
に
な
つ
て
か
ら
出
来
た
も
の
で
、
師
匠

藤
舎
蘆
船
が
亡
く
な
ら
れ
て
か
ら
全
く
衰
へ
て
ゐ
た
の
を
今
度
出
る
蘆
瑟
さ
ん
方

を
年
長
者
に
押
し
て
こ
れ
が
復
活
の
第
一
歩
に
□
り
□
し
た
が
、
長
唄
と
か
常
磐

津
と
か
お
琴
と
か
の
や
う
に
／
派
手
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
、
師
匠
は
九
代
目

団
十
郎
や
先
代
菊
五
郎
を
弟
子
に
持
つ
て
か
な
り
上
流
名
門
の
敷
居
も
ま
た
い
で

ゐ
た
や
う
で
す
／
何
ぶ
ん
力
の
な
い
者
の
集
ま
り
で
す
か
ら
ど
う
か
お
力
添
へ
を

願
ひ
ま
す
⽜
お
話
の
終
る
頃
格
子
の
音
が
す
る
、
其
処
へ
見
え
た
の
は
／
七
十
の

坂
を
越
し
た
蘆
瑟
さ
ん
と
蘆
江
さ
ん
、
こ
の
婦
人
方
の
一
つ
の
芸
道
に
対
す
る
精

進
こ
そ
大
し
た
も
の
と
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
⽜

《
注
》
前
回
の
記
事
で
名
の
挙
が
っ
た
蘆
瑟
が
、
こ
こ
で
初
出
演
と
な
る
。

初
演
時
に
は
⽛
藤
舎
⽜
に
⽛
と
う
し
や
⽜
の
ル
ビ
が
付
け
ら
れ
て
い
た
が
、

今
回
の
記
事
で
は
⽛
藤
舎
⽜
の
⽛
藤
⽜
に
⽛
ふ
ぢ
⽜
の
ル
ビ
が
付
け
ら
れ
て

お
り
、⽛
舎
⽜
は
ル
ビ
な
し
で
あ
る
。
次
の
五
月
の
記
事
は
⽛
と
う
し
や
⽜

の
ル
ビ
、
九
月
は
⽛
ふ
ぢ
⽜
の
ル
ビ
と
な
っ
て
い
る
。
実
際
の
と
こ
ろ
は

⽛
と
う
し
ゃ
⽜
と
読
ん
で
も
⽛
ふ
じ
の
や
⽜
と
読
ん
で
も
間
違
い
で
は
な
い

わ
け
だ
が
、
記
事
中
の
表
記
に
混
乱
が
見
ら
れ
る
の
は
事
実
で
あ
る
。
二
人

の
記
者
が
交
互
に
取
材
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

同
年
五
月
十
九
日
(水
)⽝
読
売
新
聞
⽞
朝
刊
、
九
頁

⽛
東
流
二
絃
琴
／
関
寺
小
町
／
(午
後
八
時
放
送
)⽜⽛
蘆
水
さ
ん
は
／
魚
河
岸
の
／

問
屋
の
女
将
⽜

《
概
要
》⽛
関
寺
小
町
⽜
の
歌
詞
掲
載
。
前
回
と
同
じ
写
真
を
掲
載
。
演
奏
は
蘆

水
、
蘆
江
。

蘆
水
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
掲
載
。⽛
二
絃
琴
と
云
へ
ば
ま
る
で
廃
れ
た
音
曲
の
や
う
に

世
間
か
ら
思
は
れ
て
ゐ
る
が
こ
れ
で
も
日
本
音
曲
史
の
ペ
ー
ジ
に
確
然
た
る
／
地

歩
を
占
め
る
も
の
で
あ
る
／
一
時
は
時
流
に
押
さ
れ
て
全
く
廃
れ
か
け
た
も
の
の

最
近
漸
く
復
活
の
曙
光
を
見
る
に
至
つ
た
の
は
全
く
藤
舎
蘆
水
さ
ん
達
の
功
績
に

拠
る
も
の
だ
。
蘆
水
さ
ん
は
日
本
橋
の
魚
問
屋
の
女
将
さ
ん
、
師
匠
と
い
ふ
よ
り

寧
ろ
日
本
音
曲
の
た
め
に
尽
さ
う
と
い
ふ
そ
の
健
気
な
心
持
が
全
く
敬
服
に
値
す

る
／
⽛
何
分
忙
し
い
の
と
、
廃
れ
た
も
の
の
復
活
に
は
幾
ら
力
を
尽
し
て
も
足
り

ま
せ
ん
、
け
れ
ど
其
の
流
が
全
然
無
く
な
つ
て
し
ま
ふ
よ
り
は
無
力
の
私
達
で
も
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努
力
次
第
で
復
活
の
曙
光
が
見
ら
れ
る
と
し
た
ら
幸
ひ
な
こ
と
と
存
じ
ま
す
⽜
／

と
日
本
橋
小
田
原
町
の
お
宅
で
語
ら
れ
た
。⽜

同
年
九
月
二
十
三
日
(木
)⽝
読
売
新
聞
⽞
朝
刊
、
一
〇
頁

⽛
お
琴
と
長
唄
の
間
を
行
く
／
東
流
二
絃
琴
／
今
や
囃
し
方
さ
え
無
し
と
／
藤
舎

蘆
水
さ
ん
語
る
⽜⽛
東
流
二
絃
琴
／
浅
草
八
景
(午
後
八
時
放
送
)⽜

《
概
要
》⽛
浅
草
八
景
⽜
の
歌
詞
掲
載
。
演
奏
は
蘆
水
、
蘆
江
。
蘆
水
と
蘆
江
の

写
真
掲
載
(礼
装
と
見
ら
れ
る
新
た
な
写
真
)。

蘆
水
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。⽛
今
夕
放
送
さ
れ
る
東
流
二
絃
琴
は
藤
舎
蘆
水
さ
ん
と

蘆
江
さ
ん
、
出
し
物
は
⽛
浅
草
八
景
⽜
お
二
人
と
も
／
放
送
に
は
取
り
分
け
お
馴

染
み
の
浅
い
方
々
、
追
々
と
ク
ラ
シ
ツ
ク
に
向
ふ
今
日
の
音
曲
が
こ
の
東
流
二
絃

琴
に
注
意
を
払
ふ
や
う
に
な
つ
て
来
た
の
は
喜
ぶ
べ
き
現
象
で
あ
る
、
跡
方
も
な

い
ま
で
に
衰
へ
切
つ
た
こ
の
二
絃
琴
を
今
日
ま
で
終
始
一
貫
も
ち
こ
た
へ
て
き
た

お
二
人
の
努
力
と
忍
従
と
は
当
然
報
ひ
ら
れ
て
い
ゝ
訳
だ
、
き
の
う
蘆
水
さ
ん
を

日
本
橋
の
お
宅
に
訪
へ
ば
⽛
皆
様
の
お
力
で
永
い
こ
と
忘
れ
ら
れ
て
ゐ
た
こ
の
二

絃
琴
の
／
命
脈
の
現
れ
た
の
は
本
当
に
有
り
が
た
い
事
で
御
座
い
ま
す
、
今
度
放

送
す
る
⽛
浅
草
八
景
⽜
は
二
絃
の
端
物
と
云
つ
た
や
う
な
も
の
で
、
段
物
で
は
御

座
い
ま
せ
ん
、
二
絃
は
む
か
し
長
唄
と
同
じ
や
う
に
囃
子
が
入
つ
た
も
の
で
す
が
、

今
は
そ
の
囃
子
を
な
さ
る
方
が
な
く
な
つ
て
終
つ
た
の
で
す
、
そ
れ
で
囃
子
は
入

り
ま
せ
ん
が
若
し
そ
れ
が
入
る
と
す
れ
ば
大
へ
ん
に
賑
か
な
艶
の
あ
る
も
の
に
な

る
の
で
御
座
い
ま
せ
う
／
何
分
琴
と
長
唄
の
間
を
行
く
や
う
な
／
地
味
一
方
の
も

の
だ
け
に
も
と
も
と
そ
ん
な
に
人
受
の
す
る
も
の
で
は
御
座
い
ま
せ
ん
、
本
当
の

趣
味
は
却
つ
て
こ
の
や
う
な
も
の
に
あ
ら
う
か
と
考
へ
ま
す
け
ど
や
は
り
時
代
と

云
ふ
も
の
は
さ
う
ば
か
り
行
か
ぬ
や
う
で
御
座
い
ま
す
⽜
と
し
き
り
に
時
代
の
推

移
を
□
つ
て
ゐ
た
⽜

《
注
》
こ
こ
で
の
蘆
水
の
発
言
は
、
二
絃
琴
に
つ
い
て
の
二
つ
の
評
価
軸
を

示
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
囃
子
を
入
れ
た
⽛
賑
や
か
な
艶
の
あ
る
⽜
合

奏
形
態
を
よ
し
と
す
る
か
、
二
絃
琴
と
唄
の
み
の
⽛
地
味
一
方
⽜
な
演
奏
を

⽛
本
当
の
趣
味
⽜
と
考
え
る
の
か
。
ラ
ジ
オ
放
送
に
関
し
て
は
⽛
賑
や
か

な
⽜
方
向
へ
進
む
こ
と
に
な
る
わ
け
だ
が
、
二
絃
琴
は
障
子
越
し
に
聴
く
く

ら
い
が
良
い
と
い
う
、
落
ち
着
き
や
静
け
さ
を
二
絃
琴
に
求
め
る
鑑
賞
態
度

は
根
強
く
存
在
し
た
。
本
稿
で
引
用
し
た
⽝
脚
本

不
如
帰
⽞
や
宮
本
百
合

子
、
芥
川
龍
之
介
の
作
品
、
前
稿
で
言
及
し
た
夏
目
漱
石
⽝
吾
輩
は
猫
で
あ

る
⽞
な
ど
は
、
隣
家
・
隣
室
か
ら
聞
こ
え
る
二
絃
琴
の
音
色
に
作
中
人
物
の

死
を
仄
め
か
す
役
割
ま
で
も
担
わ
せ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
も
そ
も
二
絃
琴

曲
に
⽛
賑
や
か
な
⽜
囃
子
を
つ
け
た
の
は
初
代
蘆
船
が
初
め
で
あ
り
、
東
流

二
絃
琴
は
創
成
期
か
ら
両
義
性
を
は
ら
ん
だ
流
派
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
な
お
、

同
日
⽝
東
京
朝
日
新
聞
⽞
の
⽛
顔
ぶ
れ
⽜
と
題
す
る
記
事
に
⽛
藤
舎
芦
水
氏

は
二
げ
ん
琴
の
歌
ひ
手
と
し
て
ほ
と
ん
ど
唯
一
の
人
⽜
と
あ
り
、
こ
こ
で
も

蘆
水
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

同
年
十
一
月
五
日
(金
)⽝
読
売
新
聞
⽞
朝
刊
、
五
頁

⽛
東
流
二
絃
琴
／
岩
戸
の
舞
／
午
後
八
時
三
十
分
⽜⽛
望
月
一
派
の
／
囃
入
り
は

／
今
晩
が
初
め
て
の
二
絃
琴
⽜

《
概
要
》⽛
岩
戸
の
舞
⽜
歌
詞
掲
載
。
蘆
水
、
蘆
江
の
写
真
掲
載
(前
回
の
写
真
を

加
工
し
た
も
の
)。
演
奏
は
、⽛
二
絃
琴

藤
舎
蘆
瑟
／
藤
舎
蘆
江
／
藤
舎
蘆
水
⽜
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⽛
笛

望
月
長
子
／
小
鼓

望
月
初
子
／
小
鼓

望
月
清
子
／
大
鼓

望
月
太

賀
⽜。

番
組
紹
介
文
は
次
の
通
り
。⽛
今
日
は
藤
舎
さ
ん
一
派
の
二
絃
琴
芦
水
／
芦
江
、

芦
友
さ
ん
の
お
三
人
で
お
は
や
し
入
り
と
い
ふ
二
絃
琴
放
送
始
め
て
の
／
囃
入
り
、

お
上
品
な
所
に
賑
や
か
味
が
あ
る
。
芦
水
さ
ん
は
現
在
二
絃
琴
界
に
唯
一
人
残
さ

れ
た
家
元
、
七
十
の
坂
も
越
し
た
御
隠
居
と
し
て
も
そ
の
す
た
れ
行
く
楽
界
の
為

に
そ
の
腕
を
マ
イ
ク
ロ
ホ
ン
の
前
に
座
ら
う
と
い
ふ
事
は
□
む
べ
き
こ
と
で
あ
ら

う
、
そ
れ
に
芦
江
、
芦
水
さ
ん
の
努
力
は
亦
／
師
匠
を
思
ふ
心
と
二
絃
琴
界
の
為

に
な
く
て
な
ら
ぬ
人
、
持
つ
て
生
れ
た
江
戸
ッ
児
、
日
本
橋
は
河
岸
の
血
が
混
つ

て
ゐ
る
か
ら
だ
／
お
囃
し
の
連
中
は
同
じ
日
本
橋
望
月
朴マ

マ

清
さ
ん
門
下
と
し
て
、

腕
前
は
素
晴
ら
し
い
も
の
若
手
で
は
あ
る
が
未
来
が
あ
る
。
今
度
始
め
て
／
二
絃

界
の
た
め
に
わ
ざ
わ
ざ
囃
の
小
手
調
べ
を
し
て
、
手
を
つ
け
た
の
も
始
め
て
で
あ

ろ
う
。
放
送
時
間
は
僅
十
五
分
位
で
あ
ら
う
が
下
品
な
も
の
で
な
い
だ
け
聞
き
ば

え
が
す
る
で
あ
ら
う
⽜

《
注
》
町
田
佳
聲
(一
九
七
五
年
)は
、⽛
昭
和
二
年
一
月
八
日
に
⽛
ゆ
る
し
の

色
⽜
を
放
送
し
た
時
(略
)望
月
扑
清
氏
に
依
頼
し
て
鳴
物
を
入
れ
⽜
と
記
し

て
い
る
が
、
そ
れ
に
先
立
つ
鳴
物
入
り
で
あ
る
。
な
お
、
番
組
表
に
は
⽛
蘆

瑟
⽜
の
名
が
あ
る
が
、
本
文
中
に
は
⽛
蘆
瑟
⽜
は
無
く
⽛
芦
友
⽜
の
名
が
あ

り
、⽛
芦
水
⽜
を
家
元
と
す
る
な
ど
、
記
述
に
混
乱
が
見
ら
れ
る
。
蘆
瑟
の

三
代
家
元
襲
名
は
昭
和
五
年
四
月
、
四
代
家
元
は
蘆
江
で
あ
る
が
、
こ
の
頃
、

蘆
水
を
家
元
に
推
す
動
き
が
あ
っ
た
も
の
か
。
あ
る
い
は
蘆
瑟
を
家
元
と
書

こ
う
と
し
て
間
違
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
蘆
友
に
つ
い
て
は
未
詳
で
あ
り
、

単
な
る
記
載
ミ
ス
か
、
あ
る
い
は
、
蘆
瑟
の
体
調
不
良
な
ど
で
他
の
門
弟
の

出
演
が
急
遽
検
討
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。

同
日
の
⽝
東
京
朝
日
新
聞
⽞
は
蘆
瑟
、
蘆
江
、
蘆
水
の
三
名
を
記
載
。
ま

た
、⽛
岩
戸
の
舞
⽜
の
歌
詞
に
添
え
て
以
下
の
通
り
解
説
を
記
載
、⽛
二
げ
ん

琴
⽛
岩
戸
の
舞
⽜
天
の
岩
戸
の
舞
に
神
神
が
打
ち
そ
ろ
つ
て
は
や
し
大
神
を

迎
へ
常
暗
の
世
は
再
び
輝
き
渡
る
の
を
歌
つ
た
め
で
た
い
も
の
⽜。

【
表
】
新
聞
ラ
ジ
オ
欄
に
基
づ
く
東
流
二
絃
琴
出
演
記
録

年

月
日

掲
載
紙
、
頁

放
送
時
間
、
放
送
順

曲
目
(歌
詞
掲
載
の
有
無
)

出
演
者
(藤
舎
姓
は
省
略
)

備
考

1925
(大正14)

12/11
(金)

読
売
新
聞

朝
刊

一
〇
頁

午
後
七
時
四
十
分
頃
～

⽛
四
季
の
今
様
⽜
歌
詞
有

⽛
橋
場
の
春
⽜
歌
詞
無

唄

蘆
水

二
絃
琴

蘆
江

1926
(大正15／
昭和元)

2/12
(金)

読
売
新
聞

朝
刊

一
〇
頁

午
後
八
時
二
十
分
頃
～

⽛
梅
が
し
る
べ
⽜
歌
詞
有

蘆
水
、
蘆
瑟
、
蘆
江

唄
は
蘆
水
、
二
絃
琴
は
蘆
瑟
、

蘆
江
で
あ
ろ
う
。
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5/19
(水)

読
売
新
聞

朝
刊

九
頁

午
後
八
時
頃
～

⽛
関
寺
小
町
⽜
歌
詞
有

蘆
水
、
蘆
江

唄
は
蘆
水
、
二
絃
琴
は
蘆
江
で

あ
ろ
う
。

9/23
(木)

読
売
新
聞

朝
刊

一
〇
頁

午
後
八
時
頃
～

⽛
浅
草
八
景
⽜
歌
詞
有

蘆
水
、
蘆
江

唄
は
蘆
水
、
二
絃
琴
は
蘆
江
で

あ
ろ
う
。

11/5
(金)

読
売
新
聞

朝
刊

五
頁

午
後
八
時
三
十
分
頃
～

⽛
岩
戸
の
舞
⽜
歌
詞
有

二
絃
琴

蘆
瑟
、
蘆
江

蘆
水

笛

望
月
長
子
、
小
鼓

同
初
子
、
同
清
子
、

大
鼓

同
太
賀

唄
は
蘆
水
で
あ
ろ
う
。

1927
(昭和 2 )

1/8
(土)

東
京
朝
日

朝
刊

八
頁

午
後
七
時
二
十
五
分
～
講
演
、
東

流
二
げ
ん
琴
、
清
元
、
説
教
節
の

順
に
放
送
。

⽛
ゆ
る
し
の
色
⽜
歌
詞
有

唄

藤
舎
蘆
水

二
絃
琴

藤
舎
蘆
瑟
、
蘆
江

笛

望
月
長
子
、
小
鼓

同
初
子
、

大
鼓

同
太
伊
、
太
鼓

同
せ
い
子

2/16
(水)

東
京
朝
日

朝
刊

五
頁

午
後
七
時
二
十
五
分
～
講
演
、
薩

摩
び
わ
、
東
流
二
げ
ん
琴
、
管
げ

ん
楽
。

⽛
鶴
の
舞
⽜
歌
詞
有

⽛
梅
が
し
る
べ
⽜
歌
詞
有

唄

蘆
水

二
絃
琴

蘆
瑟
、
蘆
江

笛

望
月
長
子
、
小
鼓

同
太
伊
、

大
鼓

同
太
賀
、
同
せ
い
子

蘆
瑟
の
最
後
の
出
演
と
思
わ
れ

る
。

3/20
(日)

東
京
朝
日

朝
刊

一
二
頁

午
後
一
時
～
放
送
舞
台
劇
、
落
語
、

新
内
、
東
流
二
げ
ん
琴
、
マ
ン
ド

リ
ン
演
奏
、
六
時
～
趣
味
講
座
。

⽛
隅
田
川
⽜
歌
詞
無

⽛
岸
の
藤
波
⽜
歌
詞
有

唄

蘆
水

二
絃
琴

蘆
江

笛

望
月
長
子
、
小
鼓

堅
田
喜
千
治
、

大
鼓

望
月
太
賀
、
太
鼓

望
月
せ
い
子

4/18
(月)

東
京
朝
日

朝
刊

九
頁

午
後
七
時
二
十
五
分
～
ラ
ヂ
オ
講

座
、
地
方
里
謡
、
東
流
二
げ
ん
琴
、

説
教
節
。

⽛
浅
妻
⽜
歌
詞
有

⽛
四
季
の
艶
⽜
歌
詞
無

唄

蘆
水

二
絃
琴

蘆
江
、
蘆
佶

笛

望
月
長
子
、
小
鼓

堅
田
喜
千
次
、

大
鼓

望
月
太
賀
、
太
鼓

望
月
せ
い
子

喜
千
次
は
喜
千
治
の
誤
り
か
。

5/29
(日)

東
京
朝
日

朝
刊

一
二
頁

午
後
一
時
～
放
送
舞
台
劇
、
高
峰

び
わ
、
落
語
、
か
け
合
ば
な
し
、

東
流
二
げ
ん
琴
、
独
唱
と
ピ
ア
ノ
、

六
時
～
趣
味
講
座
。

⽛
別
れ
の
静
⽜
歌
詞
無

⽛
浮
寝
の
夢
⽜
歌
詞
有

唄

蘆
水

二
絃
琴

蘆
江

蘆
壽
惠
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7/23
(土)

東
京
朝
日

朝
刊

八
頁

午
後
七
時
二
十
五
分
～
夏
の
趣
味

講
座
、
ピ
ア
ノ
三
重
奏
、
清
元
、

東
流
二
げ
ん
琴
。

⽛
四
季
の
詠
⽜
歌
詞
無

⽛
浅
草
八
景
⽜
歌
詞
有

唄

蘆
水

二
絃
琴

蘆
江
、
蘆
佶

笛

望
月
長
子
、
小
鼓

堅
田
喜
千
治
、

大
鼓

望
月
太
賀
、
太
鼓

望
月
せ
い
子

8/21
(日)

東
京
朝
日

朝
刊

九
頁

午
後
零
時
十
分
～
西
洋
音
楽
講
座
、

落
語
、
東
流
二
げ
ん
琴
、
義
太
夫
、

か
け
合
話
、
六
時
～
運
動
講
座
。

⽛
逢
身
八
景
⽜
歌
詞
無

⽛
き
ぬ
た
⽜
歌
詞
有

唄

蘆
水

二
絃
琴

蘆
江
、
蘆
佶

9/21
(水)

東
京
朝
日

朝
刊

八
頁

午
後
七
時
五
十
分
～
講
演
、
東
流

二
げ
ん
琴
、
放
送
歌
劇
。

⽛
菊
の
寿
⽜
歌
詞
無

⽛
四
季
の
今
様
⽜
歌
詞
無

唄

蘆
水

二
絃
琴

蘆
江
、
蘆
佶

笛

望
月
長
子
、
小
鼓

同
太
伊
、

大
鼓

同
太
賀
、
太
鼓

同
せ
い
子

10/21
(金)

東
京
朝
日

朝
刊

八
頁

午
後
七
時
二
十
五
分
～
通
俗
科
学

講
座
、
地
方
里
謡
、
東
流
二
げ
ん

琴
、
義
太
夫
。

⽛
朝
嘉
倉
⽜
歌
詞
無

⽛
常
盤
⽜
歌
詞
無

唄

蘆
水

二
絃
琴

蘆
江
、
蘆
佶

12/20
(火)

東
京
朝
日

朝
刊

一
二
面

午
後
七
時
二
十
五
分
～
運
動
講
座
、

地
方
里
謡
、
東
流
二
げ
ん
琴
、
和

洋
合
奏
。

⽛
初
子
⽜
歌
詞
無

⽛
三
津
の
あ
や
⽜
歌
詞
無

⽛
初
子
⽜

唄

蘆
天
津

二
絃
琴

蘆
水
、
蘆
佶

⽛
三
津
の
あ
や
⽜

唄

蘆
水

二
絃
琴

蘆
佶
、
蘆
天
津

笛

望
月
長
子
、
小
鼓

同
初
子
、

大
鼓

同
た
い
子
、
太
鼓

同
せ
い
子

1928
(昭和 3 )

2/14
(火)

東
京
朝
日

朝
刊

九
頁

午
後
七
時
二
十
五
分
～
講
演
、
謡

曲
、
東
流
二
げ
ん
琴
、
和
洋
合
奏
。
⽛
軒
端
の
梅
⽜
歌
詞
無

⽛
松
の
寿
⽜
歌
詞
無

唄

蘆
水

二
絃
琴

蘆
佶
、
蘆
江
、
蘆
天
津

笛

望
月
長
子
、
小
鼓

同
初
子
、

大
鼓

同
太
伊
、
同
せ
い
子

3/16
(金)

東
京
朝
日

朝
刊

一
〇
頁

午
後
七
時
二
十
五
分
～
趣
味
講
座
、

東
流
二
げ
ん
琴
、
常
磐
津
、
地
方

里
謡
。

⽛
雛
⽜
歌
詞
無

⽛
藤
⽜
歌
詞
無

唄

蘆
水

二
絃
琴

蘆
江
、
蘆
佶

笛

望
月
長
子
、
小
鼓

同
初
子
、

大
鼓

同
太
伊
、
太
鼓

同
せ
い
子
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四

お
わ
り
に

以
上
、
一
九
二
八
年
十
一
月
二
十
日
の
全
国
中
継
放
送
ま
で
を
今
回
の
目
録
の

対
象
と
し
た
。
こ
の
日
は
午
後
六
時
か
ら
の
⽛
子
供
の
時
間

奉
祝
音
楽
会
⽜
な

ど
も
東
京
か
ら
全
国
中
継
さ
れ
た
。
東
流
二
絃
琴
も
、
東
京
局
お
よ
び
大
阪
局
、

名
古
屋
局
、
仙
台
局
、
札
幌
局
な
ど
か
ら
同
時
刻
に
中
継
放
送
さ
れ
た
こ
と
が
東

京
版
の
新
聞
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
二
日
前
の
⽝
大
阪
朝
日
新
聞
附

録
朝
鮮
朝
日
(南
鮮
版
)⽞
に
掲
載
さ
れ
た
⽛
放
送
プ
ロ
グ
ラ
ム
⽜
に
も
、
二
十
日

の
⽛
中
継
放
送
⽜
と
し
て
⽛
東
流
二
絃
琴
⽛
新
曲

千
代
の
寿
⽜
藤
舎
蘆
水
ほ
か

(東
京
)⽜
と
記
さ
れ
て
お
り
、
京
城
局
、
熊
本
局
、
広
島
局
な
ど
で
も
東
流
二
絃

琴
の
演
奏
を
放
送
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

4/20
(金)

東
京
朝
日

朝
刊

九
頁

午
後
七
時
二
十
五
分
～
講
演
、
東

流
二
げ
ん
琴
、
音
曲
、
和
洋
合
奏
。
⽛
花
の
雨
⽜
歌
詞
無

⽛
菖
蒲
⽜
歌
詞
無

唄

蘆
水

二
絃
琴

蘆
江
外
二
名

笛

堅
田
喜
之
助
、
小
鼓

望
月
初
子
、

大
鼓

同
太
伊
、
太
鼓

堅
田
喜
久
枝

⽝
東
京
日
日
⽞
に
よ
れ
ば
二
絃

琴
は
蘆
江
、
蘆
佶
、
蘆
天
津

7/10
(火)

東
京
朝
日

朝
刊

六
頁

午
後
七
時
二
十
五
分
～
趣
味
講
座
、

東
流
二
げ
ん
琴
、
義
太
夫
、
管
げ

ん
楽
、
九
時
三
十
分
～
生
繭
相
場
、

時
報
、
天
気
予
報
。

⽛
蘆
刈
⽜
歌
詞
無

⽛
月
の
調
⽜
歌
詞
無

唄

蘆
水

二
絃
琴

蘆
江
、
蘆
佶
、
蘆
天
津

笛

堅
田
喜
之
助
、
小
鼓

望
月
初
子
、

大
鼓

同
太
伊
、
太
鼓

同
せ
い
子

8/12
(日)

東
京
朝
日

朝
刊

五
頁

午
後
七
時
二
十
五
分
～
東
流
二
げ

ん
琴
、
常
磐
津
、
放
送
時
代
劇
、

九
時
四
十
分
～
時
報
ほ
か
。

⽛
仁
王
門
⽜
歌
詞
無

⽛
き
ぬ
た
⽜
歌
詞
無

唄

蘆
水

二
絃
琴

蘆
江
、
蘆
佶
、
蘆
天
津

笛

望
月
長
子
、
小
鼓

同
初
子
、

大
鼓

同
太
伊
、
太
鼓

同
せ
い
子

9/24
(月)

東
京
朝
日

朝
刊

四
頁

午
後
七
時
二
十
五
分
～
講
演
、
浪

花
節
、
清
元
、
東
流
二
げ
ん
琴
、

午
後
九
時
四
十
分
～
時
報
ほ
か
。

⽛
山
桜
⽜⽛
う
き
船
⽜⽛
夕
立
⽜

⽛
雀
の
宿
⽜
い
ず
れ
も
歌
詞
無

唄

蘆
水

二
絃
琴

蘆
江
、
蘆
佶
、
蘆
天
津

笛

望
月
長
子
、
小
鼓

同
初
子
、

大
鼓

同
太
伊
、
太
鼓

同
せ
い
子

11/20
(火)

東
京
朝
日

朝
刊

九
頁

午
後
零
時
五
分
～
【
全
国
中
継
】

東
流
二
げ
ん
琴
、
零
時
四
十
分
～

ニ
ュ
ー
ス
。

御
大
典
記
念
新
曲
⽛
千
代
の
寿
⽜

歌
詞
無

唄

蘆
水

二
絃
琴

蘆
江
、
蘆
佶
、
蘆
天
津

笛

望
月
長
子
、
小
鼓

同
初
子
、

大
鼓

同
太
伊
、
太
鼓

同
せ
い
子

⽛
千
代
の
寿
⽜
作
詞

蘆
天
津
、

作
曲

蘆
水
。⽝
都
新
聞
⽞
に

歌
詞
有
。
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こ
の
頃
、
本
土
か
ら
外
地
へ
の
中
継
放
送
は
時
間
を
限
定
し
て
毎
日
、
行
わ
れ

て
い
た
。
東
京
の
一
地
域
に
伝
承
さ
れ
る
東
流
二
絃
琴
も
、
つ
い
に
中
継
放
送
の

機
会
を
得
て
、
北
海
道
か
ら
九
州
、
朝
鮮
半
島
に
ま
で
聴
衆
を
獲
得
し
た
の
で
あ

る
。
し
か
も
、
御
大
典
と
い
う
天
皇
の
即
位
行
事
に
当
た
っ
て
御
代
を
寿
ぐ
新
曲

を
披
露
す
る
。
市
井
の
小
さ
な
流
派
も
時
代
に
遅
れ
ま
い
と
し
、
大
勢
に
与
し
て

い
く
の
で
あ
る
。

蘆
水
と
蘆
天
津
は
こ
の
頃
か
ら
新
曲
披
露
に
前
向
き
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
り
、

ま
だ
し
ば
ら
く
は
蘆
江
と
共
演
し
て
い
る
の
だ
が
、
そ
の
後
の
東
流
は
蘆
水
派
と

蘆
江
派
に
分
裂
す
る
。
全
国
中
継
と
い
う
あ
る
種
の
栄
光
が
、
東
流
を
勢
い
づ
け
、

流
派
分
裂
の
誘
い
水
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

一
九
二
六
年
に
は
望
月
扑
清
の
肝
煎
り
で
囃
子
入
り
の
二
絃
琴
演
奏
が
実
現
し
、

一
九
二
八
年
に
は
扑
清
⽝
鳴
物
閑
談
⽞
が
新
聞
連
載
さ
れ
た
。
初
代
蘆
船
を
直
に

知
る
人
物
が
東
流
二
絃
琴
の
後
援
者
と
な
っ
た
こ
と
は
、
演
奏
の
面
で
も
、
社
会

的
認
知
度
の
面
で
も
、
大
き
な
意
味
を
持
つ
。
扑
清
が
二
絃
琴
と
の
共
演
の
た
め

に
女
性
の
門
弟
を
派
遣
し
た
こ
と
も
興
味
深
い
。
一
九
二
九
年
か
ら
⽝
女
人
芸

術
⽞
に
連
載
さ
れ
た
長
谷
川
時
雨
⽝
旧
聞
日
本
橋
⽞
に
二
絃
琴
に
関
す
る
逸
話
が

か
な
り
詳
し
く
記
さ
れ
た
こ
と
な
ど
も
、
ラ
ジ
オ
放
送
の
状
況
や
⽝
鳴
物
閑
談
⽞

を
踏
ま
え
て
考
察
せ
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

町
田
佳
聲
と
東
流
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
今
後
更
な
る
検
討
課
題
と
な
る
。

町
田
(一
九
七
五
年
)は
、⽛
二
弦
琴
の
⽛
浅
草
八
景
⽜
と
か
⽛
梅
が
し
る
べ
⽜
と
い

っ
た
曲
に
三
味
線
の
手
を
付
け
て
見
た
と
こ
ろ
確
か
に
音
色
に
変
化
が
生
じ
て
面

白
く
聞
け
る
の
で
、
筆
者
自
身
が
三
味
線
を
受
け
持
ち
匿
名
で
放
送
に
も
出
演
し

た
と
こ
ろ
が
頗
る
好
評
で
あ
っ
た
⽜
と
書
き
残
し
て
い
る
が
、
一
九
三
三
年
の
新

聞
ラ
ジ
オ
欄
を
調
査
す
る
と
、
蘆
絃
の
名
で
三
味
線
を
弾
い
て
お
り
、
ま
た
、
蘆

笛
の
名
で
笛
の
奏
者
と
し
て
も
二
絃
琴
と
共
演
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、

同
じ
一
九
三
三
年
に
は
ラ
ジ
オ
欄
に
蘆
瑟
の
名
が
復
活
し
て
お
り
、
こ
れ
は
蘆
瑟

と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
斯
波
ま
さ
の
没
後
で
あ
る
か
ら
、
蘆
瑟
の
門
弟
で
あ
る
蘆

江
が
二
世
蘆
瑟
を
ご
く
短
期
間
、
名
乗
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

次
第
に
戦
時
色
の
濃
く
な
る
世
情
の
中
で
、
東
流
二
絃
琴
は
内
部
分
裂
し
つ
つ
も
、

活
気
の
あ
る
状
態
が
し
ば
ら
く
続
く
。
一
九
二
九
年
以
降
の
各
資
料
に
つ
い
て
も
、

今
後
、
整
理
と
考
察
を
進
め
る
も
の
と
し
た
い
。

注(1
)
重
松
恵
美
⽛
東
流
二
絃
琴
に
関
す
る
資
料
目
録
(明
治
篇
)⽜
(⽝
女
性
歴
史
文
化
研

究
所
紀
要
⽞
第
二
六
号
、
京
都
橘
大
学
女
性
歴
史
文
化
研
究
所
、
二
〇
一
八
年
三

月
)

(2
)
町
田
佳
聲
⽛
遊
び
の
上
に
成
立
し
た
東
流
二
弦
琴
百
年
の
浮
沈
⽜
(藤
本
琇
丈
企

画
、
町
田
佳
聲
監
修
、
平
野
健
次
解
説
⽝
東
流
二
弦
琴
⽞
キ
ン
グ
レ
コ
ー
ド
、
Ｋ
Ｈ

Ａ
35
、
一
九
七
五
年
)に
よ
る
と
、
町
田
は
ラ
ジ
オ
放
送
開
始
に
あ
た
っ
て
⽛
番
組

編
成
部
員
と
し
て
入
局
し
⽜、
番
組
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
し
て
い
た
。
東
流
二
絃
琴

の
奏
者
を
町
田
に
紹
介
し
た
の
は
作
曲
家
の
長
妻
完
至
で
、⽛
長
妻
完
至
氏
に
頼
ん

で
ラ
ジ
オ
に
出
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
蘆
水
一
派
の
働
き
か
け
で
あ
っ
た
⽜
と
い
う
。

ラ
ジ
オ
放
送
の
回
を
重
ね
る
に
し
た
が
っ
て
、
蘆
水
派
と
蘆
江
派
の
対
立
と
い
う
東

流
の
内
部
事
情
が
生
じ
、
町
田
は
こ
れ
に
苦
慮
し
な
が
ら
も
交
互
出
演
さ
せ
る
な
ど

し
て
東
流
の
隆
盛
期
を
支
え
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

(3
)
小
林
責
［
ほ
か
］
著
⽝
能
楽
大
事
典
⽞
(筑
摩
書
房
、
二
〇
一
二
年
)の
⽛
吾
妻
能

狂
言
⽜
の
項
に
、
以
下
の
記
述
が
あ
る
。⽛
囃
子
方
は
当
初
は
金
春
座
付
笛
方
だ
っ

た
大
蔵
助
之
丞
ら
五
座
体
制
系
の
者
が
勤
め
て
い
た
ら
し
い
が
、
三
味
線
音
楽
の
出

囃
子
と
な
っ
て
か
ら
は
笛
・
二
世
住
田
又
兵
衛
、
小
鼓
・
中
村
寿
鶴
、
大
鼓
・
住
田

新
七
、
太
鼓
・
藤
舎
芦
船
(東
流
二
絃
琴
創
始
者
)ら
歌
舞
伎
囃
子
方
が
主
要
メ
ン
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バ
ー
と
な
り
、
藤
舎
芦
船
が
そ
の
主
任
で
あ
っ
た
。⽜

(4
)
注
(2
)の
文
献
に
同
じ
。

(5
)
⼨台
東
区
の
文
化
財
保
護

第
四
集
⽞
(東
京
都
台
東
区
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
四

年
)

(6
)
古
井
戸
秀
夫
⽛
東
京
の
舞
踊
・
邦
楽
ᴷ
も
う
ひ
と
つ
の
明
治
⽜
(国
立
劇
場
営
業

部
営
業
課
編
集
企
画
室
編
⽝
舞
踊
・
邦
楽
で
よ
み
が
え
る
東
京
の
明
治
⽞
(国
立
劇

場

第
四
二
回
特
別
企
画
公
演

明
治
一
五
〇
年
記
念
、
公
演
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
)日

本
芸
術
文
化
振
興
会
、
二
〇
一
八
年
)

(7
)
今
川
鹿
三
⽝
八
雲
琴
独
稽
古
⽞
(一
八
九
四
年
)な
ど
に
俗
曲
の
譜
が
収
録
さ
れ
て

い
る
。
八
雲
琴
に
つ
い
て
、
平
野
健
次
⽛
二
弦
琴
⽜
(平
野
健
次
［
ほ
か
］
監
修

⽝
日
本
音
楽
大
事
典
⽞
平
凡
社
、
一
九
八
九
年
)を
参
照
し
た
。

(8
)
長
谷
川
時
雨
⽛
神
田
附
木
店
ᴷ
日
本
橋
ᴷ
⽜
(⽝
女
人
芸
術
⽞
第
三
巻
九
月
号
、
一

九
三
〇
年
九
月
)六
八
頁
。
の
ち
、⽝
旧
聞
日
本
橋
⽞
(岡
倉
書
房
、
一
九
三
五
年
)に

収
録
。

(9
)
望
月
扑
清
と
東
流
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
注
(2
)の
町
田
佳
聲
(一
九
七
五
年
)

を
参
照
し
た
。
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